
第 1 3 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 4年 1 月 2 3 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能言鮖函機構



○事務局 本囲まご多忙の中お集ま り 頂き ま して 、 誠にあ り が と う ございます。

会議を開始致します前に、 資料の確認を させて頂きたいと思います。

まず、 一番上にございますのが 、 本 日 の出欠の一覧でございます。

続き ま して 、 次第と本体資料がございます。

続き ま して、 資料 1 と 致しま して、 ｢脳!陸麻痺発症の主たる原因について (案) ｣ が ご

ざいます。

続き ま して、 資料 “ と 致 “れで 帽“集計結果 (案) ' が ございますo
続き ま して 、 資料 3 と 致しま して 、 ｢常f湖能盤早期剥離についての保健指導 (案) ｣ が

ございます。

続き ま して、 参考 1 と致しま して、 ｢吸引分娩について (案) ｣ が ございます。

続き ま して、 参考 2 と 致 しま して、 ｢診療録等の記載について (案) ｣ が ございます。

それか ら 、 委員の皆様には別途A 3 の資料で、 ｢脳↑生麻痺の発症の原因の分類 (全事

例) ｣ と い う 資料をお配 り してお り ます。 審議の中でご参照頂ければと思います。

1 . 開会

○事務局 それでは、 定刻 と な り ま したので、 只今か ら第1 3回産科医療補償制度再発防止

委員会を開催致します。

板橋委員か ら 、 少 し遅れて到着 される 旨の連絡を頂いてお り ます。

それでは、 進行を池ノ 上委員長にお願い致します。 よ ろ し く お願い致します。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

先生方、 お忙 しい と こ ろお集ま り 頂き ま して、 あ り が と う ございます。

早速、 議事に入らせて頂きたい と思います。

まず、 ｢脳↑竃麻痺発症の主た る原因について｣ と い う こ と で、 事務局から の説明をお願

い致します。
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2 . 議 事

1 ) ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ について

○事務局 (森脇) ご説明 させて頂き ます。

本体資料 1 ページ 目 を ご参照下 さ い。

1 ) ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ についてでございます。 ( 1 ) 脳↑堕麻痺発症の主たる原因につ

いてをご説明を させて頂き ます。

まず、 第12回 、 前回委員会におき ま して、 ご意見を頂き ま した。 その主な意見につき ま

しては、 ①番の記載の通 り でございます。 意見のほ う は割愛 させて頂き ます。

②番です。 ｢主た る原因｣ の考え方についてでございます。 こ の考え方につき ま しては、

委員の先生方よ り 死亡診断書の直接死因の考え方を参考に しては ど う か と い う ご意見を頂

き ま した。 そ こ で、 死亡診断書の記入マニュアルを確認させて頂き ま した。 そ こ に記載さ

れてお り ます作成に当たっての留意事項では、 ｢死亡の原因｣ については以下の通 り の記

載 と なってお り ます。 こ ち ら のほ う を説明 させて頂き ます。

点線の四角の中ですが※の部分です。 死亡診断書 (死体検案書) 記入マニュアルに よ る

と 、 厚労省の大臣官房統計情報部では、 ｢死亡の原因｣ の欄をWHOの原死因選択ルニル

に したがって 、 ｢原死因｣ を確定 し、 死因統計を作成致してお り ます。

次のページをおめ く り 下 さ い。 続き ま して 、 ※の 2 番 目 です。 WHOでは ｢原死因｣ を 、

｢直接に死亡を引 き起こ した一連の事象の起因 と なった疾病も し く は損傷｣ 又は ｢致命傷

を負わせた事故も し く は暴力の状況｣ と 定義 されてお り ます。

※の 3 つ 目 です。 死亡診断書の ｢死亡の原因｣ については、 (ア ) 直接死因 、 (イ ) ア

の原因、 ( ウ ) イ の原因 、 (エ) ウの原因、 の記載欄があ り 、 最も死亡に影響を与えた傷

病名 を医学的因果関係の順に記載する こ と と なってお り ます。

続き ま して、 1 つ 目 の○の説明を させて頂き ます。

死亡診断書記入マニュ アルにある 、 ｢原死因｣ の考え方を参考に、 ｢脳!艶麻痺の主たる

原因｣ と は ｢最も脳↑螂麻痺発症に影響を与えた と 考え られる疾病等｣ と整理を致してお り



ます。 分析の結果に大き く 変更はございません。

2 つ 目 の0です。 前回委員会において 、 脳性麻痺発症の主たる原因 と なっ た疾病等の原

因や要因の分析については、 今後の課題と なってお り ます。

それでは、 資料 1 を ご覧下さい。 資料 1 の修正を させて頂き ま したので、 これについて

のご説明を させて頂き ます。

前回委員会で大き く 3 つの点についての修傷正等のご指摘を頂いてお り 、 変更を行ってお

り ます。

まず、 L点 団ば、 脳｣盤麻痺の発症の原因は、 分娩周辺期に発生する要因以外に も ある こ

と を文献的に示 したほ う が よいのではないか と い う ご意見を頂き ま して、 それにつき ま し

て、 2 段落 目 の 3行 目 か ら の文章で追加致してお り ます。

文献につき ま しては、 石渡委員長代理よ り ご提翹共頂き ま した 『 日 母医当鬮 の叩こ色々 と

文献がございま して、 それを引用 し 、 主に杉本先生の研究論文等を引用する よ う な形で記

載致しま した。

次に 、 文章の構成を変更致してお り ます。 先生方のご意見か ら 、 まず、 最初の段落にわ

が国の分娩数、 そ して次の段落に脳↑堕麻痺全体の原因に関する文献的内容。

それか ら 、 次の段落で1 0行 目 にな り ますけれど も 、 今回取 り 扱ってお り ます分析対象集

団の特性"こついてを記載する よ う な形と なっ てお り ます。

次の段落で、 今回の分析対象についての こ と を載せては ど う か と い う こ と で、 その よ う

に構成を変えてお り ます。

3 点 目 です。 3 点 目 の修正は次のページをおめ く り 下 さ い。 集計表の結果にな り ますけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
数の要因で、 ｢その他の臍帯因子｣ と ｢吸引分娩と ク リ ステ レル児圧出法の併用｣ と して

お ･ “ してこれが ｢複数の要因' と い う ･ と で、 圏“ ウネ してお り ま 。た。
委員会の ご指摘を受けま して 、 も う 1 度原因分析報告書のほ うを確認致しま した と こ ろ 、



吸引分娩 と ク リ ステ レル児圧出法の併用は第 1 の要因であ り ま した臍帯圧迫に よ る徐脈の

増悪因子であ る と い う こ と か ら 、 委員会のご指摘に従いま して 、 こ の事例は主たる原因を

｢その他の臍帯因子｣ と い う こ と に致しま して 、 こ こ では ｢複数の要因｣ が主たる原因の

件数を鬮と致Kおはす。 以上でござい“すo
o池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

只今、 脳↑型麻痺発症の主たる原因につき ま して説明を して頂き ま したが 、 こ の主たる原

因の分析 と い う のは、 再発防止委員会 と して取 り 扱 う 大変重要な ものであ り ますので、 毎

回 こ う いった議論はテーマ と 申 しますか、 取 り 上げて分析を してい く と い う こ と で、 前回

も ご議論を頂き ま して 、 幾つかの ご意見の も と に修正を して頂いたのを 、 今、 説明 して頂

いたわけであ り ますが 、 いかがで し ょ う か。

○箕浦委員 こ の文章、 標題なんですが 、 これはやは り ｢脳J盤麻痺の発症の主たる原因｣

と い う よ り は 、 そ こ に頭をつけて、 こ の補償が分娩に関連した と かそ う いった よ う な も の

が対象なものですから 、 そ う いった も のをつけたほ う が 、 ぱっ と 見た と き に誤解が生じに

く いのではないかと思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ やっ ぱ り 全体のポピュ レーシ ョ ンを扱っているわけ じゃな

く て 、 産科医療補償制度で取 り 上げ られた脳↑地麻痺のお子 さ ん方が対象ですか ら 、 おっ し

ゃ る よ う に 、 全体像の誤解を与えて しま う と 、 また誤った情報が独 り 歩き を して しま う と

い う 可能性も あ り ますが 、 こ の点いかがで し ょ う か。

○ 田本･矮≦員 別の観点か らですけれども 、 ち ょ っ と 杉本先生が ど う い う 基準でこ の脳↑塑麻

痺 と い う も のを集計されたか、 原本に当た ら ない と分か ら ない と思 う んですが 、 これでみ

る と 、 いわゆる未熟性に よ る も のがゼ ロ ですよね。 杉本先生の文献では。 も と も と こ の産

科医療補償制度の最初の専門委員会の と き に、 我々新生児グループは、 対象を こ の34週 と

か35週 と か2 , 000g以上 と か、 そ う い う ふ う に限定する こ と に非常に強い危惧を示 してお り

ま して 、 ｢た と え低出体重児 と か早産児であって も 、 脳↑堕麻痺の事例を全部検討に上げる

べき だ｣ と い う こ と を 申 し上げてお り ま したのに、 ｢そ う する と脳!塵麻痺の患者さ んが非
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常に増えて しま っ て、 こ の産科医療補償制度が う ま く 機能 しないかも しれない｣ と い う 理

由で却下 された経劉緯があ り ます。 それが こ の資料に よればそ う い う 危惧は全く ない と い う

こ と にな り ます。 こ の杉本先生の資料を採用する のであれば、 も と も と こ の産科医療補償

制度の対象を比較的成熟度の高い体重の大き い子ども の脳小型麻痺に限定する こ と に意味が

ない と い う 根本的な問題に立ち返る こ 割こな り ますか ら 、 も う 少 し こ の内容を き ちん と検

討して頂き たい と思います。

○石渡委員長代理 今、 ｢未熟性｣ と い う 、 そ う い う 言葉が出てまい り ま したけれ ども 、

こ の杉本先生の分類の中で言 う と 、 胎生初期か ら 中期までに発生した こ の辺の と こ ろが未

熟性 と 大いに関係する部分ではないか と い う ふ 効こ思われます。 ｢未熟性｣ と い う 言葉を

使っていないんですけれど も 、 杉本先生は、 日 本文の論文も あ り ます し 、 ま た外国の文献

も あ り ますけれども 、 書かれた内容は、 ほぼ同 じ内容が書かれてお り ま して 、 こ の遺伝的

要因 とその後の胎生初期か ら 中期まで発生した と考え られる脳構造の発達障害、 こ の辺が

未熟性るこ絡んでいる内容だ と い う ふ う に思います。 ｢未熟性｣ と い う 言葉その ものを使っ

ていないんです。 杉本先生の論文の中には。

○ 田村委員 医学的には、 胎生初期か ら 中期までの発生 と い う こ と よ り は、 あ く ま でこれ

は胎生であ り ま して、 こ の産科医療補償制度の最初に記載する と き に 、 私は未熟児を対象

に しないのはおかしい と い う こ と を言いま した と き の一番大き な理由は、 未熟な子どもは

呼吸障害 と か後天性の理由でも っ て障害が起き る から と い う こ と なので、 こ の胎生初期か

ら 中期までの発生 とい う も のに分類 される と 、 と て も思えないんですけれども 。

○池ノ 上委員長 この杉本先生の論文は、 放射線学的な画像診断か ら ミ エ リ ネーシ ョ ンの

時期が どこであ るかと い う のを レ ト ロ スペク テ ィ ブに見 られて 、 未熟性に よ っ て脳の形成

障害を推定してま と めてお られるんです為 先生がおっ しゃ る よ う に 、 ミ ェ リ ネーシ ョ ン

以外の未熟性に よ る様々 な後障害 と い う こ と 乙 こついては、 あま り 細かい と こ ろ を見てお ら

れない。 ですか ら 、 あ く ま でこれは放射線新生児の所見 と いいますかね ですか ら 、 問題

と なる とすれば、 そ う い う 画像診断だけで、 も ち ろん幾つかの臨床症状 と か臨床も入って

に
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い るんですけれども 、 画像診断だけを取 り 上げてそれで分類する と い う こ と が 、 いわゆる

新生児 ･ 未熟児の一般療法、 一般的な医療の反映と な り 得るかと い う と こ ろが議論される

ん じゃ ないか と い う ふ う るむ思っ てお り ま して、 ですか ら脳障害 とい う のに未熟性 と い う 、

それがそ う い う ルイ方 城だけの問題でいいのかど う か と い う と こ ろをち ょ っ と議論して頂か

ない と いけないん じゃないか と 思いますけれども。

○上田理事 参考でよ ろ しいですか。 文献について、 国際的な もの も含めて これまで調べ

ま した。 わが国において も他にないのか調べま したけれども 、 他にあ り ませんので今回、

石渡委員長代理から頂いた文献を記載しています。

○池ノ 上委員長 これはMR I で したかね、 MR I でみて 、 それを未熟性に よ る脳惟麻痺

発症に直接続けていいのか と い う のが 田村委員の ご指摘だと思 う んです為 ですか ら 、 未

熟児の脳障害、 画像以外の部分でも 、 やは り 未熟性、 様々 な未熟性が総合的に反映されて

結果的には神経学的な異常を起こ している と い う よ う な場合も あ り 得る と い う と こ ろは ど

う で し ょ う か。 僕はち ょ っ と そ こ が引 っかかっていま して、 私 自 身も あんま り こ の杉本先

生の文献だけで全てをカバー している と る沈思っていないんですけれども 、 ただ、 わが国で

比較的多 く 引用 される 、 頻度の多い論文であ る と い う こ 割ま事実だと思 う んですが。

○石渡委員長代理 論文がないですよね。 脳↑堕麻痺の原因についての国際的な論文も含め

て。

杉本先生のご主張は、 要する に、 1 6歳、 1 8歳 ぐ らいになってのその画像診断をする こ と

に よ って 、 胎生期の、 子宮内のいつの時期にそ う い う イベン ト が起き ているか、 起き てい

たか と い う こ と について推定する こ 割までき る と 、 こ う い う 趣旨の論文なんですれ 一般

に脳↑堕麻痺の場合、 分娩の と きだけが色々 問題視 されている けれど も 、 実はそ う で “まな く

て 、 画像診断に よ っ て 、 例えば 8 カ月 ごろ起き た も のであ る と か、 ど こ の部位が ど う い う

ふ う に変化 しているか と い う こ と に よ っ て診断がつ く と い う 、 そ う い う 論文なんだ と思い

ます。

○ 田村委員 いや、 私 自身は、 これは小児神経の専門家の意見を広 く 聞けば、 これ と違 う



頻度のデータ が出ている可能性は十分ある と思います。 こ の論文だけを取 り 上げて 、 こ の

再発防止委員会の見解 とする のには私は反対です。

○池ノ 上委員長 板橋委員 、 いかがですか。

○板橋委員 私も 田村委員 と 同意見です。 こ の辺、 やっ ぱ り 未熟性 と い う 意味の と ら え方

が、 いわゆ る形成異常と して と ら える こ と に違和感をすご く 感 じて しまいます。 だか ら 、

様々 な後天的なフ ァ ク ターがそ こ に加わる可能性があ る ので、 やは り も う 少 し文献を精査

して、 小児神経科医の コ メ ン ト を含めて考えてい く 必要はあ るのではないかと思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 他はいかがですか。

○藤森委員 田村委員の ご意見に賛成で、 む しろ僕が理解している限 り 、 杉本先生の論文

は分娩時の仮死 と い う のが大き く 取 り 上げられていて、 これが通常10% ぐ らい と 言われて

いますけれども 、 それが諸外国のデータ と 同 じだ と言って よ く 引かれる こ と が多い と い う

ふ 効こ 、 僕はこ のペーパーは理解していま した。 時期 と い う よ り は、 分娩時が原因の C P

と い う のが大体 日 本も 10% ぐ らいだった よ と 出ている と い う ふ う に理解していま した。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他にご意見は、 いかがで し ょ う か。

これはも う ち ょ っ と 整理させて頂いて、 田村委員、 板橋委員のご意見を も う ち ょ っ と ま

と めて頂いて 、 また、 最終的に ど う い う 書きぶ り る こする か と い う と こ ろ を ご議論頂 く と い

う こ と る こ致 しま し ょ う か。 よ ろ しいですか。 はい。 あ り が と う ございます。 こ こ の部分は

そ う い う ふ う に再検討したい と 思います。

他にはいかがでし ょ う か。

先ほ ど、 箕浦委員か ら の ご指摘のあ り ま した こ のタイ トルを、 本当 に ｢脳↑堕麻痺発症の

主たる原因｣ と い う こ と 、 これだけになって、 全てをカバー した検討の結果の よ う な誤解

を生じる と 。 当然、 これはよ く よ く こ の本文を読めば、 ど う い う 対象を ど う い う ふ う に分

析 した と い う こ と がちゃん と本文中には書いてあ るんですが 、 こ の表だけを見た り する と 、

ど う もそ う い う こ と があ る と い う ので、 例えばど う い う ふ う なタイ トルが よ ろ しいですか

ね。
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○箕浦委員 産科医療補償制度は分娩に関連 して発症した重度脳性り麻痺 と い う こ と ですか

ら 、 ま あその よ う な こ と で分娩に関連して発症した と か、 分娩周辺。

○池ノ 上委員長 表 1 は ｢分析対象における脳↑塑麻痺発症の主た る原因｣ と しているんで

すが、 だけ ど 、 こ の一番最初の本文のタ イ トルはそ う じゃないんですが 、 いかがですか。

表 1 の ｢分析対象における ｣ と い う の も 、 も う ち ょ っ と ｢本制度における ｣ と か、 何かそ

んな も う ち ょ っ と 産科医療補償制度 と い う こ と をき ちっ と分かる よ う にち り ばめたほ う が

いいだろ う と い う こ と ですよね。

他にいかがですか。

○隈本委員 ｢本報告書における ｣ と頭に入れて 、 ｢脳′ト由麻痺の主た る原因について｣ に

かぎ括弧をつける と いいのではないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 今、 隈本委員か らのご提案、 本報告書に。

○隈本委員 この再発防止委員会の報告書の原因分析、 ｢本報告書における ｣ と 書いて 、

｢脳↑型麻痺の主たる原因｣ にかぎ括弧閉 じ 、 こ の本報告書で使われる脳′盤麻痺発症の主た

る原因 と い う のはこ う い う も のですと い う ふ 効こな り ませんか。

○池ノ 上委員長 それがス ト レー ト に皆 さんに伝わるかど う か と い う と こ ろ を危惧してお

られる 。 つま り 、 本報告書が何たるかと い う こ と じゃ ないかと思 う んですが。

○板橋委員 前回の委員会の と き に も議論が出た よ う に 、 原因なのか、 誘因なのか、 背景

なのかが混在している 中で、 原因 と い う ふ う に書いて本当にいいんで し ょ う か と い う 話で

すよれ そこ はやっぱ り き ちん と しておかない と 、 混乱が生 じる可能性はないか と い う こ

と です。 早剥があって、 例えば結果が仮死になった と して も 、 早剥が原因なのか、 その後

の何が、 逆に も っ と別のフ ァ ク ターがあ る可能性も あるわけで、 逆に色々 な混乱を生じて

しま う 可能性が懸念される と思 う ので、 も ち ろん、 直接に原因があ る場合も あ る し 、 背景

であった可能性も あるかも しれない。 それで、 N I C Uへの搬送が遅れた こ と が間接的に

影響しているかも しれない。 そ う いっ た色々 なフ ァ ク タ ーを こ う い う 1 つの ワー ドで言い

切ちゃ っていいのかと い う のは、 特に産科の先生方に と っ ては逆に非常に不利になるん じ



ゃ ないかと い う か、 不利 と い う 言い方は変ですけれど も 、 誤解を招 く ん じゃ ないかと い う

のがち ょ っ と気になる と こ ろです。

○池ノ 上委員長 前回も議論して頂いた よ 効こ 、 こ の複数の要因 と い う と こ ろ に ど う い う

も のを落と し込むかと 。 明 らかにはっ き り した原因の部分 と 幾つかの要因が重な り 合って

いる 、 あ るいはあ る原因 と思われる も のがあって さ ら に別の も のが加わって早副因子 と し

て働いている と か、 色々 な関わ り 方を している と い う こ と がずいぶんはっ き り してきた と 。

ですから 、 今の段階では、 そ う いった と こ ろ をき ちっ と伝える よ う な報告書でなければな

らないん じゃないかと思ってお り ます。

○勝村委員 まず、 箕浦委員のおっ しゃ った意見に関 しては、 ｢本制度が対象 とする ｣ と

い う ふ 効こ前につけてお く こ と で、 素直な表現にな る のではないかと思 う んですけれど も 。

それか ら 、 今、 板橋委員のおっ しゃ っ た よ う に 、 僕も 、 原因 と書いて しま う ん じゃな く

て 、 例えば原因 ･ 誘因 と かですね、 やは り こ の再発防止の観点か らする と 、 原因なのか、

誘因なのか、 背景なのか、 複合なのか、 と い う こ と こそが再発防止に と って一番大事な論

点なので、 安易に ｢原因｣ と い う 言葉で一括 り み こ して しま う と い う のは、 分析 と してはす

ご く 粗 く 見えて しま う と思 う のです。 だけ ど、 今すぐにそれは整理でき る と い う ふ う に も

思えないので、 ピ ッ ク ア ップしている こ と も意味があ る と 思いますので、 原因 ･ 誘因か、

ま たは、 も う ち ょ っ と いい言葉があ る かも しれませんが、 丁寧にそ う い う 書き方であった

ほ う がいいのかな と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他に こ の点に関 しては、 ご意見はいかが

で し ょ う か。

○魚冨雫委員 私は、 先ほ ど来か ら出ている 、 全体 と して丁寧に書いてい こ う と い う 基本的

な考え方でい く べきだら思っています。

まず、 1 つ。 スマー ト 割こは若干欠け るかも しれませんが 、 ｢本報告書｣ ではな く て 、

｢産科医療補償制度における ｣ と い う よ う に 、 具体的に書いてい く こ と を繰 り 返 し繰 り 返

しやっていかない と 、 色々 な と こ ろで混乱を招きやすい構造もこなっ ている ので、 ぜひその
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あた り を丁寧に書いて頂 く こ と をお願い したい と思います。

それに関連してなのですが、 今の議論について も 、 も し必要である な らば、 ｢ こ の頃に

おけ る主た る原因の考え方｣ と い う よ う な コ メ ン ト欄を作って、 そ こ に説明を加え る よ う

な形を してい く ほ う が 、 読み手に と っ て丁寧になる のではないかと思います。 案で頂いて

いる よ う な こ と だっ て書いて頂ければ、 そ う い う 趣旨で使っている と い う こ と が分かる と

思います。 ･ の使い方云々 で議論する よ り も分か り に く い こ と みま書いて頂 く こ と を ご検討

頂ければ と 思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 産科医療補償制度 と い う 、 制度その もの

を しつ こ く と いいますか、 何回 も 出 しなが ら 、 我々 の制度の中の こ の委員会はこ う い う 仕

事を しているんですよ と い う こ と が分かる よ う に と い う 、 そ う い う ご趣旨だと思いますけ

れども。 やは り 先生が ｢スマー ト 書こ欠け る ｣ と おっ しゃ ったけれども 、 そ う い う こ と が

あっ て も本当 に正 しい こ と が 、 我々 が伝えたい こ と は正 し く 伝わる と い う 方法を選択して 、

繰 り 返 し繰 り 返 し行ってい く ほ う が 、 やは り あ るべき姿ではないかな と い う ふ う に私も考

えますが 、 いかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか、 こ の点、 大変重要な点だと思い

ますけれども 。

そ う します と 、 例えば ｢本制度｣ なのか、 あ るいは ｢産科医療補償制度｣ なのかと い う

よ う な こ と で取 り 扱った事例を対象 と した と い う こ と が分かる よ う な 、 そ う い う タ イ トル

にする と 。

それか ら 、 ｢主たる原因｣ と か ｢要因 ｣ の考え方、 と ら え方と い う のを 、 これはやは り

どこかに入れて解説して 、 こ の委員会がま と め る に当たっては、 今回はこ う い う 観点でま

と めま した と い う も のがやっ ぱ り あっ たほ う が分か り やすい方向になるん じゃ ないかな と

い う 気も しますが 、 そ う い う 方向でも う 一遍、 事務局は大変で し ょ う けれども 、 ま と めて

頂いて よ ろ しいですか。 はい。 あ り が と う ございます。

他にはいかがで し ょ う か。

○岩下委員 今のご議論を聞いています と 、 文言で、 ｢原因 ｣ と い う 言葉に対して委員の
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先生方はかな り 抵抗があ る ので、 先ほ ど板橋委員が言われた よ 引こ 、 原因なのか誘因なの

かと い う こ と で、 その表現の仕方を ｢原因｣ の代わ り に例えば ｢因子｣ と い う 言葉を使っ

た り 、 何か文言の工夫ができ ないかな と思ったんですが。 事務局でお考え頂ければと思い

ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

これは原因分析委員会のほ う でもそ こ ら辺の表現の仕方と い う のは結構検討してお られ

るみたいで、 関わ り 合いの強さ に よ って色々 と表現が分けて使われている と い う 部分はあ

り ますので、 ま た 、 原因分析委員会での言葉の使い方 と 、 それか らそれを検討する我々 の

ま と め方の言葉の使い方 と整合性を もたせなが ら 、 今、 岩下委員か ら も ご指摘あった よ う

な こ と も併せて少 し検討する必要があ るかも しれません。

○上.理事 お手元Jの事例“つい‘それぞ媛症の原因をま と めためがあ り ますが 、
こ の原因については、 原因分析報告書で、 例えば本事例の発症の原因はこれこれであ る と

か、 こ う い う こ と の可能性があ る と か記載されていますが、 No. 1 の場合には常f瑚台盤早期

剥離の発症の原因の可能性が高い と 書かれていま したので、 その よ う に整理しま した。 こ

の よ う な方法で、 ｢主た る原因｣ について整理させて頂き ま した。

一方、 前回、 発症の原因だけではな く 誘因や要因について も ご意見があ り 、 また 、 只今

の魚冨墨委員の ご指摘を受けて、 原因の考え方について、 前回の資料を この中に記載したい

と思います。 次回の委員会に提案して、 そ こ で審議して頂こ う と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 基本的には、 正 し く 正確に伝わる と い う こ と が大前提ですので、 一般の

方々 が読まれて も 、 再発防止委員会か ら発信 している報告内容がき ちっ と伝わる と い う 大

前提で今の よ う な こ と を作業して頂 く と 。 そ して 、 誤解が生じて しま う 、 色々 な立場の人

が色々 な立場でその委員会報告は読まれる と思いますので、 そ う いっ た立場の違いによ る

誤解みたいなのが起こ ら ないよ う な 、 そ う いっ たこ と を言葉にき ちっ と 、 さ っ き 魚冨墨委員

がおっ しゃ った よ う に 、 ち ょ っ と スマー ト 割こ欠けて もいいので書いて頂 く と い う こ と が

大事ではないかと思います。 よ ろ し ゅ う ございま し ょ う か。
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○村上委員 表 1 の と こ ろの表現の下のほ う なんですけれども 、 ｢複数の要因が主た る原

因｣ と い う と こ ろが若干やっぱ り 混乱を招 く かな と 。 ｢主たる ｣ と い う と こ ろが、 先ほ ど

の点線で囲んで頂いた と こ ろの最後の※の説明では、 直接死因が一番上に来て 、 その後に

アの原因 、 イ の原因、 ウの原因 と い う ふ 捌こ 、 何か段階的に説明を して下 さ っている んで

すが 、 それが特定でき ないのであれば、 ｢主たる原因｣ と い う も のが複数あ る と した ら 、

｢主たる原因｣ じゃな く て もいいのかな と 。 表現上の問題なのかな と も思いますが、 ち ょ

っ と 工夫 して頂ければと思いま した。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 そ う ですね ｢複数｣ と 言っ ておいて、

｢主たる 一 と言 う と 、 ち ょ っ と整合性が取れない表現になっ ちゃいますので、 またそれは

よ ろ し く お願い します。 よ ろ しいで し ょ う か。

それでは、 一応、 こ の脳性麻痺発症の原因 、 あ るいは要因等々 については、 只今委員の

先生方か ら ご指摘があ り ま したよ う な点を考慮して頂いて、 も う 一度事務局でま と めて頂

き たい と 思います。

“れでは 囲“集計結果‘ついで 事務局の“ う か ら ご説明をお願い致し“すo
o事務局 (原) それでは、 資料 2 のほ う を ご覧下さ い。

. ち ら の圈“集計結果‘な り ます。 こ ち ら ･わき ま し菰 前回“審議授けれ‘･
2 点ご説明を 申 し上げます。

1 点 目 が 、 まず、 7 ページをご覧下 さい。 7 ページの表 1 ー 3 - 6 の産科合併症の集計

にな り ます。 こ ち ら の表につき ま しては、 分類につき ま して、 ｢上記に該当な し｣ を追加

を致しま した。 前回のご意見で、 全ての事例に産科合併症がある よ う に見えて しま う ので、

なかった事例について示すべきではないかと い う ご意見を頂き ま して 、 こ の よ う に させて

頂き ま した。

なお 、 カルテに記載のないも のにつき ま しては ｢上記に該当な し｣ と い う ふ う に整理を

致 しま したので、 注4) にその 旨を記載してお り ます。

また 、 前回ご承認を頂き ま した女麟辰中に発生した産科合併症 と分娩進行中に発生した産
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科合併症の 2 つの表を統合した こ と につき ま しては、 こ の下の点線の囲みの中に説明を記

載してお り ます。 これが 、 まず L点 目 でございます。

続いて、 2 点 目 が 18ページにな り ます。 1 8ページの上段の表 1 ー 5 ー 8 の出生時に実施

した蘇生処置の集計です。 こ ち ら につき ま しては、 前回、 分類の中の人工呼吸について、

さ 拭こ細分化 してバ ッ グ&マス ク な どの具体的な人工呼吸の方法を分類してはど う か と い

う ご意見を頂き ま した。 そ こ で、 事務局でこの人工呼吸の方法について確認作業を行いま

した。 その結果、 その記載のないものが多数ございま して、 正確に分類を示すには不十分

な状況でございま したので、 こ ち ら につき ま しては従来通 り の表 と させて頂いてお り ます。

こ の人工呼吸につき ま しては、 今後、 改めて蘇生をテーマ と して取 り 上げる際に新たな切

り 口 と して分析しては ど う か と い う ふ う に考えてお り ます。 以上でございます。

○池上委員長 はい。 あ り が と う ござい“ した。 ■“集計結取っいての、 前回ご議
論頂いた部分の修正の部分をご説明頂き ま したが、 いかがで し ょ う か。

○石渡委員長代理 7 ページ 目 の表 1 ー 3 ー 6 の産科合併症の と こ ろの表のま と め方につ

いてなんですけれども 、 1 つは、 子宮内感染の注3) で、 病理学的に診断された ものである

と い う のは、 臨床的に診断された も の と病理学的に診断されたも の と 両方あ るわけですか。

それで、 その 中で、 こ こ は病理学的に診断されたものを含む と い う 意味なんでし ょ う か。

“れ と も全部が病理学的に診断された ものだけが.あ→た と い う " なんでし ょ う '、
○澤田客員研究員 こ こ に記載されているのは、 子宮内感染は病理学的に診断されたもの

だけに してお り ます。

○石渡委員長代理 はい。 分か り ま した。

それか ら 、 その次の注4) の と こ ろで、 原因分析報告書に記載がない ものを含む と い う の

は 、 原因分析報告書に記載があった も ので上記の合併症には入っていないもの と 、 それか

ら全 く 何も記載がない も の と 、 その両方を含んでいる わけですれ

0事務局 (森脇) はい。 そ う です。

○石渡委員長代理 そ う する と 、 それを分けたほ うがいいのではないかと い う よ う な気が
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するのですが。 合併症が書かれているんだけれども 、 上記の この合併症には書いていない

も の と 、 それから全く 何も記載がないも の と 、 こ の 2 つに分類したほ う が分か り やすい と

思 う のですが 、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

病理学的,診断された も のだけが ‘ の薑'い う "で、 ‘ “ ●いですねo “れは蘇o
も う 1 つ 、 こ の ｢上記に該当な し｣ の一番下ですけれど も 、 今の石渡委員長代理の ご意

見では、 あ る も のはあるで ｢その他｣ で括って 、 記載な しは、 ｢記載な し｣ と い う 表現、

あ る いはないか ら記載していない と い う のか、 あ るいはあって も記載していないのか、 そ

こ ら辺は分か り ますか。

○事務局 (森脇) すみません。 何度も 申 し訳ないんですけれども 、 ど こ までを産科合併

症で取るか と い う のが、 まず、 最初に、 こ のデータベース を作る う えで非常に議論になっ

て、 色々 た く さ ん拾い上げる こ と も でき る んですけれども 、 そ こが 中々難しい と こ ろ も あ

り ま した。 記載がカルテにないも の 、 それか ら脳性麻痺に どの ぐ らい関与 しているかど う

かも分か ら な く て 、 診療録か ら拾っていないも の も あ り ま したので、 さすがに これがあれ

ばこの合併う症については原因分析報告書に記載されてあ るだろ う と い う も のを拾って、 こ

の記載 6 項 目 については記載があ る件数を示 してお り ます。 前回、 そのご意見を頂いた中

では、 ない も のは どの く ら いあ る のかと い う よ う なご意見も あ り ま したので、 ない も のは

記載がないのか、 合併症がないのかと い う のは、 そ こ まではち ょ っ と 分か ら ない と い う 意

味で、 ｢上記に該当な し｣ と い う 欄を作 り 、 こ の よ う な形になっていますので、 今、 ご意

見を頂いた内容については、 ど こ までを拾 う か と い う のは 、 ち ょ っ と決めて頂いた う えで、

データ を取ってい く と い う こ と になろ う かと思います。 中々 ち ょ っ と難 しい部分だと思わ

れます。

。池上委員長 “れ蛔について検討して頂けれ･まいいわけです‘れ 現時点ではo
ですから 、 その覊をみて 、 色ぬ合範と して 、 産科合併症ですねと 大方硫、考え る ･
脳′盤麻痺と 関係あ るかな しかは別 と して 、 それ と 、 全 く 記載がない し、 そ う い う 情報がな
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いか ら分類れb熱いか う 事例等が、 そ“皿がそ う 分,れ‘ a 、 う ‘ と でぬい
んですか。

。事務局 (森脇) 今回‘、 該当れ,避ぬ→さます･ナれ ど も ･ 今後･ どん どん増
えていき ますので、 常に n に対 して どの産科合併症を取ってい く か と い う こ 割こなってい

き ます。 今回は、 必ず取れる も のだけの件を拾い上げてい る と い う 形になっていますので、

今後 どんどん増えれば、 毎回事例を振 り 返る と い う 意味では、 5 年、 l o年データベース 、

データ を蓄積してい く う えでは中々 ち ょ っ と現実的に難し く 、 簡単な も のか ら と い う こ と

で触れてお り ます。

○板橋委員 病理診断がはっ き り した子宮内感染だけ選んでいるんですけれども 、 逆に、

ルーチンワーク で、 子宮内感染があって も タームに近い子たちの病理診断を常に出 してい

る施設が どれだけある か と い う こ と を考える と 、 やっぱ り 病理診断確定している も の と ク

リ ニカルに疑っている も の と が入って こ ない と 、 後々 の解析にずいぶん影響して く る ん じ

ゃないかな と い う ,懸念はあ るんですが、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

現実的に、 臨床の現場では、 どち ら か と い う と ク リ ニカルな臨床症状、 検査所見等々 で

感染症と い う 対応を されていて、 その裏づけに病理診断があ る と い う のが現実だと思 う ん

ですが、 確かに、 病理診断で確認された ものだけを拾ってい る と少な く なる可能性がある 。

板橋委員がおっ しゃ る通 り だと思 う んですが、 その点はいかがですか。 何か考え られてい

ますか。

○澤田客員研究員 確かに、 子宮内感染を疑わせる と い う よ う な記載の事例はも っ と も っ

と いっぱいある んです九 ですけれども 、 それが本当 にそ う なのか と い う こ と はこ こ 々 こ書

いていいのか と い う 。 ただ、 集計ですので、 はっ き り している ものだけを集計したほ う が

いいのではないか と い う よ う な こ と で、 事務局ではこの よ う に決め させて頂いています。

テーマで、 今後、 多分、 数が多いので取 り 上げてい く よ う にな る と思いますので、 そ こで

議論 される と いいのではないか と 思ってお り ます。
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○池ノ 上委員長 さ っ き石渡委員長代理がち ょ っ と 触れ られた よ う る こ 、 臨床的な子宮内感

染症 と 、 病理で衞鶴認まで された子宮内感染症 と い う のは、 非常に分か り やすいです為 そ

の臨床的なク リ ニカルな子宮内感染症と い う も のの基準を ど こ で切るか と い う と こ ろ を議

論 して頂ければ、 大体こ う い う のは取 り ま し ょ う よ と か、 あ る いは新生児の先生方が見 ら

れて、 例えば感染症 と して も のすごい治療が されている と か と い う よ う な こ と が明 らかに

なる と い う こ と になる と 、 それを取 り 上げないわけにはいかない と い う ふ う な感 じ 々 こな る

と 思いますけれども 、 ど う で し ょ う か。

○箕浦委員 病理診断と い う こ と は、 月飜鰹病理 と い う こ と ですか。

○池ノ 上委員長 胎盤病理でし ょ う 。

○箕浦委員 これは特に新生児搬送のケースでは、 搬送元の開業の先生 と かは胎盤病理を

出 していない こ と も あ り ますので、 やっぱ り 臨床的に、 多分C R P が loで 白血球が 2 万5 ,

oooだ と 、 ど う 考えて も子宮内感染ですけれども 、 みんな病理に出す と 限 ら ないものです

か ら 、 その辺はやっぱ り 4野児でき ない、 と 思います。

○池ノ 上委員長 田本･接詳員 、 いかがですか。 その新生児の情報を頂け るか と い う 部分も絡

んで く る ん じやないかと思 う んですけれども 。

○田村委員 そ う い う 点では、 今の臍帯血の検査結果が出ていれば、 臨床的には恐 ら く 重

篤な感染症があったんだろ う と い う 診断はつ く わけですか ら 、 それはそれでき ちん と入れ

るべきだと思います。

○池ノ 上委員長 特に、 今 、 学会の議論の中に、 研究テーマの中の 1 つ と して、 こ の感染

症、 いわゆる炎症絡みの脳障害のフ ァ ク タ ーが どん どん重みを増 してきていますので、 そ

う いっ た と こ ろ を考慮しなが ら 、 やは り 再発防止 と い う観点か ら見てい く と い う こ と も必

要になるかな と思います。 学会の フ ロ ンテ ィ アだけのディ ス カ ッ シ ョ ンではな く て 、 かな

り な部分が裏づけ的なデータがそろいつつある と い う と こ ろですので、 早晩臨床的な レベ

ルでの議論を しない と いけな く な る のではないかと思われますけれども 、 いかがで し ょ う
　

か。 囲囮をず っ っ と 見る と 、 そ う い う 子宮内感染が疑わ しい と か と い う こ と はかな り 述べ
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てあ るんですかね その中か ら拾えますかれ あるいは新生児の臍帯血 と か、 あ る いはN

I CUでの経過か ら 、 そ う いっ た こ と が考え られる と い う ふ う なケース。

○事務局 (森脇) J権報の蓄積 と い う点では、 まず、 熱発3がC以上 している も のは疑い と

して拾 う よ う みこ蓄積する う えでは取ってお り ます。 それか ら 、 病理診断を していて絨毛膜

羊膜炎です と か臍帯炎があ る も の も 、 一応、 その感染と い う 視点で取ってお り ます。 臨床

的な診断を入れるかど う か と い う ので、 事務局が困った点 と い う のは、 同 じ よ う に絨毛膿

羊膜炎と かそ う いった病理診断が出ている けれども 、 そ こ の原因分析報告書では子宮内感

染 と い う ふ う る こ と ら えていない、 判断基準がち ょ っ と微妙に違 う 、 事例によ っ て違 う も の

があ り ま したので、 それも広 く 拾える よ う に と い う こ と で、 一律に病理診断と い う こ と と 、

あ と 熱発 と か と い う 点で、 疑い と い う 点で、 情報は広めに拾え る よ う には作ってお り ます。

○池ノ 上委員長 と い う こ と “ま 、 そ う い う 情報はデータベースにある と い う こ と ですれ

ど う しま し ょ う 。 今回、 こ の胎盤病理だけに括って報告書に記載して よいか ど う か と い

う こ と ですけれども 、 少 し時代の流れ と は離れている よ う な気も します為 かつてはそれ

だけで行った 、 あんま り 子宮内感染に対する注意が向いていなかったんですけれど も 、 今 、

特に新生児予後か らい く と 、 子宮内感染 と い う のはかな り フオーカスが当て られてお り ま

すので、 いかがですかね。

○石渡委員長代理 まだ、 学会 レベルでも こ う い う よ う な条件、 例えば3甜C、 それか ら 白

血球数 1 万5, 000 、 そ して C R P 、 それか ら羊水混濁 と か、 臨床的な所見か ら子宮内感染

が疑わしい と い う こ と が 、 学会 レベルではっ き り それが出れば言っていいのか と い う 状況

になってい る も のであれば、 当然、 分類 しなき やいけない と思 う んですれ 分けて為

と こ ろが、 今、 そ こ ま で十分学会のほ う でも コ ンセンサスが得られていない と い う こ と

であれば、 今回、 こ のま と め方で、 病理学的に診断された も の 、 その後に注釈をつけて 、

臨床的には子宮内感染も疑わ しい も の も あった と い う こ と を書いておけばいいん じゃない

かと い う よ う に思 う んですけれども為

○池ノ 上委員長 少な く と もデータベース と しては残して頂いている ので、 必要であれば、
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それは出て く る と 。

あ と は こ の再発防止 と い う う観点か ら 、 今、 それを どこ まで リ リ ースするか と い う議論だ

と思 う んですが、 日 産婦のガイ ドライ ンは ど う ですかね。 子宮内感染は何か出ていま した

っ け。 分娩中の熱発は ど う するか と か、 何かそ う い う こ と で恐 ら く これで、 僕 自身が読ん

でいないのは申 し訳ないんですけれども 、 恐 ら く そ う い う のはあったん じゃないですか。

色々 な教科書、 色々 な諸外国の教科書も含めて 、 分娩中の診断基準はこ う しますよ と 、 何

時間置き にイ祁℃以上 と か、 白血球数だと か、 そ う い う こ と は出ている と思 う んですけれど

も 、 日 産婦自身はど う か、 ち ょ っ と 僕も 。 そ こ はち ょ っ と調べて頂き ま し ょ う か。 学会、

日 産婦で子宮内感染症の診断基準 と い う のが も う すでに出ている のであれば、 も う 一遍考

慮する と 。 それはまだ明記 されていない よ う であれば、 今、 石渡委員長代理がおっ しゃ っ

た よ う に 、 その分についてはデータベース と してはず う っ と残 して頂いて、 臨床的な子宮

内感染症と い う も のについて も注意を要する と か と い う 、 何かそ う い う こ と を現在ではち

ょ っ と付記 してお く と 。

○岩下委員 ガイ ドライ ンの新 しいほ う の 1 00ページが前期破水の取 り 扱いで、 こ こ に臨

床的絨毛膜羊膜炎の解説がついていますけれども 、 推奨レベルがC と い う のが 2 と 3 です

か。 それか ら 4 番 目 が B でございますけれども 、 これ以上の こ と は言えていないんですれ

○池ノ 上委員長 やっ ぱ り 、 ま だち ょ っ と 明確には示されていないのが現在、 これが一番

新しい1 1年のガイ ドライ ンですので。

○隈本委員 私の思いなんですけれども 、 感染症 と言って も 、 色々 な菌 と か、 色々 な仮に

ウイルスだ とする と 、 白血球はまた変わるわけで、 あんま り 一般的なス ク リ ーニ ングの基

準は決め られないん じゃないですかね。 様々 な細菌や様々 な ウイルス に感染するだろ う し 、

感染する部位が 、 全身感染症なのか、 それが一部子宮まで と い う のか、 それ と も子宮だけ

の感染なのか と い う こ と で全然違 う だろ う し 、 そ う い う 意味では どこかに基準を決めて-

覧表を作った う え、 それについて詳し く 突っ込む と き にはそれに必要なデータ はそ ろ う と

い う データベース を作っておいて頂 く と い う のがいいのではないか と い う 気が します。
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○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 今、 岩下委員か ら示していたこ のガイ ド

ライ ンの100ページのそれぞれの項囲ま、 データベース と しては取って頂いている と い う

こ と だろ う と思います し、 ウイルスはまた ウイルスな り の色々 な抗体価の基準 と かがあ り

ますので、 それを総合して前期庖助永の、 これは前期破水の場合の子宮内感染の判断基準は

こ う い う も のを調べな さい と い う こ と ですけれども 、 これがタームだった り 、 そ う いった

状態ではど う 対処するか と か と い う こ と も 、 日 産婦でガイ ドライ ンが定ま った時点で我々

もオフ ィ シャルには公潴をする。 しか し 、 委員会内資料と しては、 それは蓄積を事務局にお

願い してお く と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う かね いかがですか。 特にご発言はございま

すか。 よ ろ しいで し ょ う か。

ち ょ っ と 、 ま た事務局に宿題が増える ばか り で申 し訳ないですけれども 、 よ ろ しいで し

ょ う か。 はい。 じやあ 、 あ り が と う ございます。 その よ う に。

それか ら 、 新生児のあれがございま したね、 何ページだったですか。 仮死蘇生、 1 8ペー

ジで したか。 18ページは、 先ほ どそ う い う 理由で中々バギングだけか、 気管挿管か と か と

い う 、 細かい と こ ろの情報は取 り に く い と い う こ と で したけれども 、 これは表 1 - 5 - 8

を見ます と 、 人工呼吸 , い う 項 目 、 蟻数が.で、 人工呼吸が.で、 そ して 、 胸骨圧
迫気欝串管アルナ リ 毅与 と来てい･んですが 、 これをみます と気管挿鯲l と い
う こ と で、 は気管挿管にまで行っている と い う 、 結果的にはそ う い う こ と みこな

る ん じゃ ないかと思 う んですけれども 、 こ こ で人工呼吸 と い う 項 目 が72例 と 出てお り ます

が 、 これは人工呼吸でよ ろ しいですかね。

○ 田村委員 それについては、 前回、 CP鼾 と かバ ッ グ ･ マス ク人工呼吸 と か、 具体的な内

容で分類でき ないかと い う こ と で、 議論 して頂き ま したが、その よ う な詳細なデータがな

い と い う こ と で、 それは仕方ないと思います。 む しろ気にな り ますのは、 アブガース コ ア

の 1 分後の点数か らいけば、 ほ と ん どの事例が 5点以下で、 通常であれば人工呼吸までは

“ と ん “鋼し‘おかK ない ･‘ も かかわ らず、 鬮しかやっ‘いない。 逆に詠まです
れ あ と の鬮はなぜやらなあたの･･ つま り 、 人がいな く てや ら なかったのか･ それ
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と もそ う い う 設備がないために人工呼吸ができ なかったのか と か と い う 分析、 理由 のほ う

が大事かなか ぅ ふ う に思 う “ と 、 それ と 、 人工呼吸口確か‘醐薑で開始されてい.んで
すけれども 、 第 1 回の報告書の中に も具体的な例 と して出ていたのは、 他の と こ ろか ら 、

地鯛産期.汐の小児科医が来.※酬ぐらい、 とで砂‘人工呼吸が開始され
た と い う 事例も出ていま した。 可能であれば、 人工呼吸を した と い う 場合には生後何分後

か ら開始したのかと い う こ と を調べて 、 人工呼吸の開始が例えば 5 分10分かかっている場

合には、 そんなに遅れた理由が 、 先ほ ど言いま した、 ス タ ッ フがいなかったせいなのか、

道具がなかったのか、 そ う い う 理由 も含めて書いても ら う と い う ふ う にすれば、 再発防止

と い う 観点からは非常に有用な情報が得られる と思います。 できればそ う い う 方向で今後

は、 人工呼吸を した と い う と こ ろ に○ をつけて く れる場合には、 それは大体生後何分ごろ

か ら始めたのか、 も しそれが遅れている場合にはなぜ遅れたのか、 その理由 を書いて も ら

う と い う ふ う に してお く のが 、 こ の再発防止委員会の検討のためには必要ではないかな と

思います。

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と確認 したいんですけれども 、 こ の人工呼吸 と い う のは、 メ カ ニ

カルベンチレーシ ョ ンに患者さんをオン した と い う こ と が入っている んですか、 それ と も

出生直後に 自発呼吸がな く て何らかの こ のマニュアルな り 何かを要 した と い う のが人工呼

吸 と い う 表現になっている のか、 どっ ちですか。

○事務局 (森脇) 機械も入ってお り ます。 両方入ってお り ます。

○池ノ 上委員長 例えば、 バギングだけで終わった と 。 一応、 呼吸は出たんだけれども と

い う の も入っ ているんですか。

○事務局 (森脇) 入っ ています。

○池ノ 上委員長 それか ら 、 N I C Uに収容 されて、 そ こ で機械的人工呼吸が開始された

と い う の も入っているんですか。

○事務局 (森脇) 入っています。

○池ノ 上委員長 田村委員の今のお話は、 機械的人工呼吸が始め られた と い う こ と ですか。
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じゃ ないんですか。

○田本･矮\員 いや、 機械的人工呼吸の こ と ではあ り ません。 バ ッ グ ･ マス ク人工呼吸の こ

と です。 N C P Rで強調 されているのは、 バ ッ グ ･ マス ク 人工呼吸で仮死の赤ちゃんの9

0%は蘇生ができ る と い う こ と です。 ですか ら 、 バ ッ グ ･ マス ク で人工呼吸をちゃん と 開

始でき ていたかど う か と い う こ と が 、 その施設の仮死に対する対応 と して順当であったか

ど う かの指標になる と思います。 別に人工呼吸器をつけた、 つけなかった と い う こ と よ り

も 、 バ ッ グ ･ マス ク人工呼吸を どの く らいで開始できたのか と い う こ と が大事なポイ ン ト

になる と 思います。

○池ノ 上委員長 分か り ま した。 そ う する と 、 こ この人工呼吸 と い う 言葉は、 そ う い う 意

味でこ こ に残 して表現して もおかし く ない と い う こ と ですれ

○田村委員 そ う です。

○池ノ 上委員長 それと 、 胸骨圧迫 と気管挿管の順序は、 胸骨圧迫が上に来て 、 気管挿管

が下に来ていますけれども 、 これはこれでよ ろ しいですか。

○田本･援≦員 これも N C P Rの流れに合致しています。 マニュ アルバギングと胸骨圧迫を

全ての周産期医療の関係者にマス ター して頂 く こ と がN C P R の 1 番重要な 目標です。

だか ら 、 気管挿管は ドク ター しかでき ない こ と です し、 それか ら 、 絶対気管挿管でない

と人工呼吸でき ない と い う 患者さ んは、 数が少ない。 サーフ ア ク タ ン ト を入れたい と か、

先天性横隔膜ヘルニアがあ る と か、 そ う い う 方に限られますので、 気管挿管のほ う が後に

なってやる と い う のは、 N C P R の流れに沿った記述の仕方だと思います。

○池ノ 上委員長 と い う 考え方でよ ろ しいですね。 バギング と胸骨圧迫を コ ンビネーシ ョ

ンでやってい く と い う 、 プロ シージャーがまず先に来る と い う 、 そ う い う 考え方でこ う い

う 表現に。 はい。 あ り が と う ございます。

　
よ ろ しいですか。 他にいかがで し ょ り か。 こ の囮囲の分析について と い っ こ と る こついて

は、 よ ろ し ゅ う ございますか。

○小林委員 6 ページの表 1 - 3 - 1 不妊治療の有無 と い う と こ ろなんですが 、 こ の割合
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が多いが少ないかは分か ら ないんですが。 ただ、 推移 と して “刻鬮彊圃 と い う のは多い数字子

で、 恐 ら く 、 これは不妊治療の経験の有無です黄熟 不妊治療の結果、 妊娠 したかど う か

はまた別 と い う こ と ですか。 も し 、 そ う であれば、 こ の ｢あ り ｣ の と こ ろに注で、 自 然妊

娠も含む と か と い う よ う な 、 も う 少 し説明が。 丁寧に説明する と い う 方針で したので、 も

う 少 し説明を したほ う が 、 不妊治療に対する恐れを、 こ のま ま数字が増えて く る と も たせ

る よ う な数字かも しれないな と思いま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いかがですか。 今の小林委員のご指摘は。 分か

り ますか。

○事務局 (森脇) これにつき ま しては、 今回の女戟卿こついての不妊治療で集計を取って

お り ます。 既往は入っていないです。

○小林委員 治療して も 、 治療の結果妊娠したのかど う か と い う のは、 ま た別問題ですよ

れ 治療中に、 特にそれ と は関係な く 妊娠する人も多分いるで し ょ う し 、 それか ら あ と 、

不妊治療でも色々程度が、 内容があ り ますので。

。池上委員長 そこ 。も う週、 こ の圏ですか、 当わ‘頂いく 今の小林委員“ご
指摘の点が ど う なっているかを見て頂いて。

。事務局 (森脇) 圏に関 ･ま しは 今回の女賑“不妊治療“結果嫁した と い う こ
と る こ原因分析報告書ではなっている事例です。

o池上委員長 ああそ う です帆 鬮“中鷆過去に。
○事務局 (森脇) それはあるかも しれないです。 過去に不妊治療の。

○池ノ 上委員長 だか ら 、 そ こ ら辺が も う 少 しはっ き り 分かる よ う な 、 不妊治療 と の関係

と い う の を。 我々 はそ う 関係ないかな と る沈思っ ているんですけれども 、 やっぱ り 一般的な

情報 と しては、 不妊治療 と予後の関係 と か、 女戟辰合併症 と の関係 と か、 まだ色々考えて心

配してお られる方も ある かも しれません し、 そ こ ら辺がはっ き り 出て く る と 、 よ り 情報に

なる よ う な。

○ 田村委員 不妊治療を受けてお られる方はN I C Uの入院患者に多いです。 その理由 と

22



しては、 多胎妊娠にな り やすい と か、 高齢になってから不妊治療を受け る と か、 そ う い う

背景があ るわけで、 別に不妊治療その ものが脳!瞳麻痺を増や している と 力 増反死を増やして

いる と い う こ と 々こ直接は関係ないと思います。 不妊治療せざる を得なかった原因であ る と

か、 不妊治療に伴 う 多胎 と い う よ う な こ と が理由だろ う と 思っていますから 、 別に こ う い

う 数字が出て も不 自然と 思いません し、 これだか ら不妊治療がだめだと い う こ と る こはな ら

ない と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今、 田村委員もおっ しゃ っ た よ う に 、 ま 割こそ

れが丁寧な説明で、 そ う いった と こ ろの誤解が生じないよ う なき ち っ と した も のにこ こ を

少 し整籔理して頂 く と い う こ と をお願い したい と思います。 よ ろ し ゅ う ございま し ょ う か。

○上田理事 先ほ どの 田村委員のご提案は、 非常に大事な課題だと思います。

ただ、 一律に こ のデータ を出すのは難しいです。 蘇生についてのテーマに沿った分析は、

今後 も行いますので、 先ほ ど田ホ･矮≦員がおっ しゃ られた こ と については、 そのテーマに沿

った分析の中で取 り 上げたい と思います。

○池ノ 上委員長 他にはよ ろ し ゅ う ございますか。

○村上委員 2 1ページ と 22ページなんですが、 表 2 - 1 - 7 と表 2 - 1 ー 8 なんですけれ

ども 、 看護職の職種が書いてある んですが、 原因分析報告な どを見る と 、 看護師以外に准

看護師と い う よ う な記述も あ り ま して 、 こ こ には看護師の中に准看護師が含まれている の

か、 それと も看護師 と い う 資格の人が こ の数なのかは、 いかがで し ょ う か。

○事務局 燐"脇) これは原因分析、 黄色い冊子の診療体制に関する情報 と い う こ と で、

本制度で黄色い冊子で取ってお り ます。 そ こ に書いてある看護師を入力 してお り ます。 看

護師です。 ですか ら 、 准看護師は入っていないです。

○村上委員 准看護師 さ んが分娩に関わった り する のは報告書なんかでも明 らかなんです

けれども 、 それはあえて入れない何かあるんですか。

○事務局 燐"脇) 職種が複数あ り ま したので、 まずは出 しやすいも のから表に致しま し

た。 それは意図的に外 した と い う わけではないです。
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○村上委員 可能であれば、 出産状況の体制等をき ちん と分析する と き には必要な情報な

のかな と い う ふ う じ こ考えますので、 入れて頂け る と いいかな と 思います。

○池ノ 上委員長 これは看護師と い う 数の中には、 看護師さ んだけ入れたんですか。 黄色

い冊子 と い う のは、 こ の産科医療補償制度の診療体制等に関する情報 と い う ので、 これに

書いて下さい と 。

○事務局 (森脇) はい。 そ こで准看護師さ んは入っていないです。

○池ノ 上委員長 いいえ、 入っ ていますよ。

○事務局 (森脇) 入っている と い う か、 こ の看護師の数字の中に准看護師は丸めていな

いですし、 別々 にデータ と して取っています。

○上田理事 加える こ と みまでき ますよね。

○事務局 (森脇) でき ます。

○池ノ 上委員長 数と してある 。 加えて困 る こ と はないです九

○事務局 (森脇) ないです。 まずは、 看護師、 助産師か ら と い う こ と で、 最初入れた と

い う だけです。

○池ノ 上委員長 それはデータはあ るんですれ

0事務局 (森脇) データ はあ り ます。

○池ノ 上委員長 そ う した ら 、 こ こ に も ちゃん と入れる よ 効こ致しま し ょ う か。 委員の皆

さ ん、 よ ろ しいですか。 それは当然データ を取っているわけですか ら 、 別に問題はない と

思いますが。 はい。 あ り が と う ございます。

他には何か。

○隈本委員 看護師と准看護師を丸め る のではな く て 、 准看護師と い う のを 1 行加える と

い う こ と です黄熟

○池ノ 上委員長 ええ。 データ の取 り 方も 、 そ う い う ふ う な情報を頂いていますので、 そ

の よ う にでき る と 思います。

○事務局 (森脇) 今回の数字の中に准看護師 さ んは入っていない と い う 意味です。
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○藤森委員 別な項 目 なんですけれども 、 表の 1 ー 2 - 7 の妊産婦の既往の と こ ろで、 産

科合併症“ ' ‘ “洞 ･考え放ち とこれ･掾数･粗で、 既往れが固さ 、 う
こ と なんですけれども 、 既往 と い う のは合併症女致辰 と い う こ と だら思 う んですけれども 、

■ですよね。 そ う す‘ と 、 残 り “ ど う な×い･んれたれ 拡大させ‘な 一 と 申 し
訳ないんですけれども 。

0池ノ 上委員長 5 ページの表 1 - 2 - 7 ですれ

○藤森委員 他に細かいものが合併ですか。

○事務局 (森脇) 産科合併症 と か産科に関する も のは、 結構き ちん と特化して書いてあ

り ます。 それ以外のいわゆるぜんそ く です と かそ う いっ た も のが、 既往 と して、 こ こ を取

ってお り ます。

0棘嫌員 ですか ら 、 これを足 し算す･ と恥な らないのは 入×いないも のがあ･
と い う こ と ですか。

○事務局 (森脇) そ う です。 どれに も該当 しないものが。

○藤森委員 例えば、 ぜんそ く と か、 精神疾患に入っている かも しれないんですけれども 、

てんかん と かそ う い う も の と い う のは、 多分、 女砂辰合併症でも非常に大切です裏為 例え

ば、 ぜんそ く なんかでも 、 発作を起こせばC P になるかも しれないので、 ど う なんですか

ね 実際の これはぜんそ く 、 恐 ら く 僕も他の病気があって ≧思って 、 呼吸器疾患 と かが入

っていないので、 ぜんそ く と かが抜けている のかな と思ったんですけれども。

○事務局 (森脇) 原因分析報告書の中で書いてあるので、 今の と こ ろ をその他で取る よ

う には している んですけれども 、 必ず し も全部が書いてあ る わけではあ り ません。

○藤森委員 そ う する と 、 既往な し と い う のは ｢既往な し｣ と はっ き り 書いてあ る と い う

意味ですかo 何も書い‘いない も “･霊。
○事務局 鯨き脇) そ う ですね。 はい。 そ う です。

。棘嫌員 そ う すを 、 豊“何か珍書いてぁ る と い う こ と です九
〇事務局 燐も脇) そ う です。
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○藤森委員 そ う する と 、 も う 一度言いますけれども 、 こ ロロ書いていないも のの合併症

がある と い う こ と ですか。

○事務局 (森脇) 合併症 と い う か、 既往があ る 。

○藤森委員 既往ですか。

○事務局 (森脇) はい。

○藤森委員 合併症ではな く て。

0事務局 (森脇) 1 ー 2 ー 7 ですれ 既往です。

○藤森委員 既往ですれ

○事務局 (森脇) はい。

○藤森委員 合併症ではな く てれ

○事務局 (森脇) 既往です。

○藤森委員 ど う なんで し ょ う か。 こ の分類の仕方。 普通、 女戟脹合併症と合併症女戟廳 既

往 と言 う と 、 も う 今は治っている と い う 人も入る と い う こ と ですね そ ぅ ですょね。 治っ

ている と い う か、 例えば小児ぜんそ く と かがあったんだけれども 、 今はも う 内服は しない

で発作は20年間起きていない と か、 そ う い う 人も入っている と い う こ と ですれ

0事務局 (森脇) そ う です。 入っ ています。

○藤森委員 現在妊娠している と き の合併症ではな く て為

○事務局 (森脇) そ う ですれ

○藤森委員 ど う なんで し ょ う か。 既往 と い う よ り は、 通常、 我々 、 今、 妊婦さ んが来て

いる と き に 、 ｢あなたは今お薬を飲んでいますか｣ ｢ぜんそ く のお薬を飲んでいますか｣

｢抗てんかん薬を飲んでいますか｣ と 、 今の状態を聞き ます表為 合併症タ戦辰 と して。

○池ノ 上委員長 今の合f弗症 と い う も ののデータ はないんですか。 呼吸器疾患 と か心疾患

と か、 そ う い う 情報は得ていないんですか。

○澤田客員研究員 も ち ろん、 記載が されている も のはあ るんですけれども 、 小児ぜんそ

く と かあった と き に 、 それを どこ に分類するか と かは、 決めて頂ければも ち ろんでき ます。
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○藤森委員 それ擬既往ですよね。 現在 じゃな く て為 小児ぜんそ く と い う のは。

○澤田客員研究員 そ う ですれ はい。 そ う い う の も こ の中には入って しま っ てい る と 。

その他 と してカ ウ ン ト は されちゃ っ ている 。

0棘嫌員 でも 、 入, ていない事例が.あ とい う "ですよれ
○澤田客員研究員 はい。

○池ノ 上委員長 それはまた他の、 例えば血小板減少症 と 力坏可かそ う い う のがそ う い う と

こ ろに入っている と かい う こ と ですか。

○澤田客員研究員 そ う です。 あ と は虫垂炎の手術の既往 と か、 そ う い う の も入って く る

のでも

○池ノ 上委員長 それは、 上記以外のその他 と い う 項割こ入れれば入るんですか。

○藤森委員 あま り 虫垂炎の既往 と かは問題にな る こ と はないので、 今現在の合併症のほ

う がずっ と 大切なんじゃないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 だか ら 、 現在の合併症、 だか ら 当該妊娠時に例えば特発性の血小板減少

症がある と か、 あ るいは膠原病の何と かがあ る と か、 そ う い う 情報は得ているわけですよ

ね。 聞いてあ る 。

○澤田客員研究員 情報はあ り ます。

○池ノ 上委員長 あ り ますれ だけ ど、 今回はそれはなかった。 そ う い う こ と る こま と め る

よ う な も のは。

○事務局 (森脇) 今回はま と めてお り ません。 一応、 そのデータ の取 り 方と して 、 こ こ

の既往 と い う のは、 妊産婦さ んの年齢 と か と 同 じよ う な形で、 分娩に関せず、 どっ ちか と

い う と妊産婦 さ んの属性と い う 形です。 そ う い う 形で既往を取ってお り ます。

それか ら 、 産科合併症については、 その よ う に書いている 。 合併症妊娠と い う のは、

中々 そこ が難しかった も のですか ら 、 事例 と しては取っていないんですけれど も 、 女致賑中

に発症している病気について取ったほ う がいい と い う こ と ですか。

○池ノ 上委員長 それは出 さ ない と いかんで し ょ う 。
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○藤森委員 さ っ きお話 し したよ う る こ 、 例えばぜんそ く も抗てんかん薬もそ う ですけれど

も 、 き ちん と ケア しない と 、 そ こ で発作を起こすと子 ど も の脳↑聾麻痺を起こ しますよ と い

う こ と を 、 教科書にも ちゃん と 書いてあるわけですよね。 ぜんそ く も 、 甘 く 見る と発作を

起こ して、 それの低酸素が子ども に影響しますよ と 。 てんかん発作も 、 き ちん と薬を内服

を しない と 、 それが子 ども の低酸素脳症を作 り ますよ と書いてある わけですか ら 、 やっぱ

り 今の合f弟症をき ちん と把握してお く と い う こ と は大切なん じゃないかと思いますけれど

も 。

○池ノ 上委員長 それはでき ますよれ

○事務局 (森脇) 網羅的にでき る のかち ょ っ と 、 原因分析報告書に書いてある も のにつ

いては拾 う こ と は可能です。

0池上委員長 それでいいんじ･ないです九 回で、 原因分析委員会“中‘!“歳“
方で、 例えば従来高血圧があって降圧剤を服用 中であった方が今回女乾賑は ど う なった と い

う こ と が書いてあれば、 それをち ゃん と リ ス ト ア ッ プする と 。

○藤森委員 既往よ り も 、 やっぱ り 当該女戟辰なのか。

○池ノ 上委員長 産科合併症があ るので、 内科あ るいは他科合併症 と い う のがあっていい

ん じゃないかと い う ふ う に僕も ち ょ っ と 思いなが ら 、 ど こ にあ る のかな と思って探してい

た と こ ろがあったんですけれども 、 今の報告で、 ち ょ っ と それがク リ アにな り ま したが。

だか ら 、 ど う い う 疾患を入れる か と い う のは、 原因分析委員会でピ ッ ク ア ップされた も

の を入れて頂ければ、 それは全ていいと思います。 原因分析委員会が。 そ して、 そ こ で何

も触れていなければ、 例えばミ現症の と こ ろ に 、 今回の妊娠には特に合併症な し と い う こ と 、

｢特にな し｣ と 書いてあれば、 それはな しでいいと思いますけれども 、 今回何々 の合併妊

娠で経過中 と かい う よ う なのがあれば、 それは今の よ う な他科の合併症に入れる と い う よ

う な対応が可能じゃないか と 思いますけれども 。

○事務局 (森脇) も と も と これは項 目 と しては取っていないので、 も う 一度事例を振 り

返る必要がございます。 なので、 ち ょ っ と 碓確認させて頂きたい と思います。
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○藤森委員 でも 、 重要だ と僕は思いますので。

○事務局 鮫き脇) その結果、 値 と して出すのが適当かど う か と い う こ と も踏ま えて、 ち

ょ っ と 右幅認頂ければと思います。 と り あえずち ょ っ と 石鶴認する作業を させて頂き ます。

○池ノ 上委員長 それはまたはっ き り 出てき た ら 、 ま た委員の先生方に教えて頂いて、 ど

う 取 り 扱 う か と い う の を 、 特に藤森委員のご意見な どを頂き なが ら 、 こ の報告書の中に ど

う位置づけするか と い う こ と を決めてい く と い う こ と で。

○勝村委員 前回、 1 回 目 の と き は、 まだ数が少ないので と い う エク ス キューズがあった

ので、 あま り 意見を言 う こ と も差 し控える と い う 空気だったわけですけれども 、 も う 2 回

目 で、 今後の こ と があるわけですか ら 、 やっぱ り 意味のあ る と い う か、 みんなが納得でき

る表に して も ら いたいな と 思います。 今、 出 されている意見も全て も っ と もだ と 思 う ので、

その段階での合併している病気 と 産科合併症 と 、 また既往の もの も。

既往でもこの表でも合計してI‘%“ う “作られていないので例えばそ“他を入
れる と か、 そ う い う ふ う に しない と 、 やっ ぱ り 何かな と思って しま う わけなので、 ケア レ

ス ミ スではないか と か、 数字が合わないのはなぜかな と思って しま う わけだ し、 そ う い う

ふ う み こ してほ しい。

僕は、 子宮収縮剤を投与 された人の中で、 子 ども の頃に小児ぜんそ く があっ て 、 し みま ら

く ぜんそ く がなかったけれども 、 促進剤の投与に よ ってぜんそ く 症状になった と い う 人を

複数知っているので、 やっぱ り 既往 と の関係 と かも 、 そ う い う ぜんそ く と かも も しあ る の

だった ら あげるべきだ と 思 う し 、 やっ ぱ り 色々 な と こ ろに可能性が出て く る と 思 う ので。

僕は、 以前か らずっ とお願い しているんですけれども 、 【重複あ り 】 と 書いてあ る と こ

ろは、 どんな重複か分かる よ う な表にする のは簡単だ と思 う ので、 そ う して も ら わない と 、

見 る者に と っ て意味のあ る も の、 糸幣号でき る も の み こな ら ない と思 う んですよれ 重複がな

い場合でも 、 合計の数が合 う よ う な表に して も ら った り 、 今、 出ている よ う な細かな と こ

ろ も 、 今はまだ最初の段階ですか らお願いする のですが、 そ う じゃなかった ら 、 あま り 言

う の みま控えますけれども 、 あんま り データ をそのまま出 して も意味がない場合も あ るかも
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しれませんけれども 、 出すべき も のについては、 出 している こ と に意味がある も のに して

欲 しい。 今 、 厚労省のデータベース も全部ネ ッ ト で完全に見 られる よ う になって 、 それ ら

をク ロ ス して色々 な集計を して分析する よ う な 、 大学生なんかでもそ う い う 授業 と かがあ

る わけですけれども 、 そ う い う レポー ト と かの感じに して も 、 こ う い う 重複の中身が分か

らない表と か、 合計が合わない と い う 形のま までの発表 と い う のは、 やっぱ り ち ょ っ と 意

味が分か り に く い と こ ろがある 。 ち ょ っ と き つい言い方になって しま っ ているかも知れず

申 し訳ないのですけれど も 、 今は最初の段階であるだけにそ う い う ふ う な表現になる よ う

にお願い したいな と思います。 表を見る人に と っ ては、 まずはやっ ぱ り 文章で読むけれど

も 、 文章を読んだ以外にみずか ら何か見つけ られるかも しれない と い う 興味 ･ 関心でデー

タベース と かこ う い う 数字を見る こ と にな る と思 う ので、 そ こ をそ う い う ふ う な形に も し

て も ら えればいいな と 、 お願い しておき たい と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

確かに、 こ の複数の要因が考え られる と い う 場合の取 り 扱い と い う のは、 非常に難しい

も のが出て く る と思 う んです。 ですから 、 恐 ら く 、 さ っ き 死亡原因の要因の ウが何と か、

こ こ に書いてあ る よ う なそ う い う 考え方 と い う こ と が必要になって く る ん じゃ ないかな と

思いますが、 複数の要因 と い う のは、 原因分析委員会で、 これが考え られる けれ ど も 、 こ

れも二次的には関与 しているだろ う 、 これも 関与 しているだろ う 、 と い う よ う な原因分析

委員会があ る わけですね。 だか ら 、 それを上手に こ こ に分かる よ う な こ と が書き表 されれ

ば、 重要な情報になる と い う こ と ですね。

○勝本･矮≦員 そ う ですね。 だか ら 、 あ く までも原因分析報告書か ら拾って頂いているんだ

と思 う んですけれども 、 その と き に 、 1 つの と こ ろに重複している場合 と重複 していない

場合 と が分かる よ う な表に して も ら っ て も 、 そのプライバシー云々 と い う 問題には全然い

かないと思います し、 それで初めて数字が合って、 みんな納得してその表が見 られる と い

う こ と だ と思 う ので、 でき る だけ重複あ り と い う と こ ろの重複の中身が分かる よ う な表に

してほ しい と思います。
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○池ノ 上委員長 ち ょ っ と そ こ ら辺の工夫を しないと 。 単に重複だけだと 、 逆に余計な心

配を皆さんがする よ う な 、 誤った情報が出て しま う 可能性も あ り ます し、 き ちっ と した重

複のあ り 方、 ど う い う ふ う に重複しているか、 ど う い う こ 割こなっ ているか、 その順位が

ど う なっ ている か、 と い う よ う な こ と が分かる ほ う が関係者の理解が得られやすい と い う

こ と も ある と思いますので、 やは り 丁寧に よ り 正確に、 分かる こ と はよ り 詳細に と い う よ

う な基本原則で、 その重複の問題も考えなが らやってい く と 。 取 り 扱いは非常に難しいの

で、 今回、 ■が今挙がっさますが、 これを も う 一遍そ う い う 康見‘頂いく 今回“
報告書にま と め られれば、 今、 勝本･矮≦員がおっ しゃ っ た よ う な趣旨で、 複数の要因の順列、

順位みたいな も のを考える と 、 も う ち ょ っ と た く さ んあったほ う が誤解を生じないかな と 。

も う 少 した く さ んの事例で、 要因の複数ある も のはこ う い う傾向にな り ますよ と い う よ う

な も のが分かる まで斧寺たない と 、 また誤解を生じるかも しれませんので、 そ こ ら辺 も併せ

てご検討を事務局でして頂けますか。 中々難しい大変な仕事だと思いますけれども 、 よ ろ

し く お願い致します。

他にいかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○箕浦委員 やは り 、 こ の表を完成 しない と よ く ない と思います。

○池ノ 上委員長 数値の。

○箕浦委員 そ う ですね。

○池ノ 上委員長 そ う ですね 何と な く し り 切れ ト ンボみたいな感 じですよ 》為

○板橋委員 確認なんですけれども 、 1 8ページの新生児搬送の有無のこの新生児搬送とい

う のは、 N I C Uへの搬送 と い う 意味ですよね。

0事務局 (森脇) 他院に搬麩美された場合です。 例えば、 目施鶴役でN I CUに入院と い う

か、 病酪東を。

○板橋委員 ま あ 、 移動する と 。

○事務局 (森脇) 移動は入っていないです。

○板橋委員 入っていないんですか。 それだ と 、 いわゆ る高度施設に、 高度 と い う か二次
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でも三次でもいいんですが、 移動 した と い う のが入っていない と 。

○事務局 (森脇) 移動 したも のだけが入ってい る 。

○板橋委員 だから 、 自 分の と こ ろで、 例えば昭和で生まれて産科か ら N I C Uに入った

のは入っているんですか。

○事務局 (森脇) 入っていないです。

○板橋委員 それはおかしい。

○事務局 (森脇) 入っ ていないです。 こ の取 り 方は。

○池ノ 上委員長 N I C U入院の有無と 力可可か、 あ るいは小児科管理の有無 と か、 何かそ

う い う こ と 。

○板橋委員 適切な専門家に どれだけ移 されているのか と い う のが把握でき ない と 、 これ

はち ょ っ と こ の数字がおかし く なっ ちゃ う と恩います。

○藤森委員 全例N I C Uに行っているん じゃないですか。 1 00% じゃ ないんですか。

○澤田客員研究員 そ う です。 も う 1 度確認しますけれども 、 基本的にはN I C Uに全例

入院している と思っ ていい と思います。

○板橋委員 ですか ら 、 こ のタイ トルの と こ ろに注釈をつけておかない と 、 と い う こ と で

す。

○池ノ 上委員長 僕 らがやっぱ り る ま しいのは、 N I C Uの集中管理を必要 と したか ど う か

と い う こ と が必要な情報 じゃないですか。 そ う でも ないですか。

○事務局 (森脇) 今後、 児のアプガース コ アが高 く て 、 N I C Uに搬送されていな く て

脳性麻痺になった児も補償対象になって く る こ と も考え られますので、 そ う い う こ と も踏

ま えて、 ち ょ っ と 書き方 と い う か、 整理させて頂き ます。

0池ノ 上委員長 なる ほ ど。 そ う ですね。 も ち ろん、 そ う い う こ と も あ り ますれ 今は特

に重症例が どんどん上がってき ていますので、 出生直後に重症、 必ず しも重症でないに も

関わ らずそ う い う こ と が起こ ったお子 さ ん と い う の も これか ら 出て く る 可能性があ り ます

ので。 はい。 よ ろ しいで し ょ う か。 ど う も あ り が と う ございま した。
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それでは、 次へ進ませて頂き たい と 思います。 次は、 テーマに沿った分析の審議の前に 、

ち ょ っ と 委員の先生方にご説明 と いいますか、 お断 り したい と思いますが、 実は、 緊急帝

王切開の決定か ら児娩出までの時間 と い う こ と で、 これが非常に重要だ と い う 意味でご議

論を これまで頂いてお り ま した。

ただ、 色々議論して頂 く 間に 、 緊急帝王切開を行 う と い う こ と には様々 な要因が重なっ

ている 。

例えば、 施撻設の体制であ り ます と か、 あ る いは地域の母体搬送に対する システムの形成

が う ま く いっ ているか と か、 あ る いはその と き の母児の状態の緊急だ性の レベルと か、 そ う

いったこ と を総合的に考えます と 、 現時点ではこ う い う 母侭搬送、 つま り 緊急帝王切開に

絡む母薇送の例 とい う α遭が稼ぬる と い う こ と で、 あま り 多 く ない と い う こ と
と 、 これについて先ほ ど申 しま した よ う なネ ッ ト ワーク と か、 当該地域の地域性 と か、 そ

のネ ッ ト ワーク形成上の色々 な問題点 と か と い う こ と も十分吟味して こ の議論を進めてい

かなければな ら ない と い う ふ う に思われます。

それか ら 、 同 じ帝王切開 、 緊急 と言われて も 、 その病状に よ っては、 本当 に緊急なのか、

ま あま あやっ ぱ り 帝王切開かな と い う よ う な も の も あ る だろ う と い う 、 そ う い う 細かい と

こ ろ を 、 も う 少 し実際に委員の先生方に議論して頂 く よ う な 、 そ う いっ たステ ップを踏ん

でこ の報告をすべきではないだろ う かと思います。

こ の制度では、 原因分析委員会か らの こ の報告書を作成して頂いて、 そ してその 中に病

院内の診療体制について も 、 先ほ ど助産師さ ん と看護師さ ん と准看護師さ んの体制 と かの

議論が出ま したけれど も 、 そ う いっ た こ と があ り ますので、 単に時間だけで切るのではな

く て 、 それに関わる様々 な こ と を 、 も う ち ょ っ と 先生方のご意見を踏ま えた う えで、 こ の

テーマ と してま と めたい と い う ふ う に考えてお り ます。 現時点での時間だけを ど う 取るか

と い う こ と が独 り 歩きする と 、 ま だ少 し混乱を生じる可能性がある 。

しかし、 これは非常に重要なテーマであ り ます し、 特に地域におけ る周産期救急のシス

テム運用 と い う こ と は 、 国であ り ます と か地方 自治体であ り ますと か、 こ う いっ た と こ ろ

33



に も提言を してい く 必要のあ る こ と であ り ますので、 よ り 丁寧に しっか り と 再発防止委員

会で議論を して頂いて、 それを報告 と して出 していきたい と い う ふ 効こ考えてお り ます。

こ のテーマについては、 も う 少 しお時間を頂き たい と い う ふ う るこ思っ てお り ます。 よ ろ

し ゅ う ございま し ょ う か。 そ う い う こ と で基本的にや り たい と思います。

それで、 常位湖創盤早期剥離については、 これまでお手元にあ り ます脳↑塑麻痺発症の原因

の分類 と い う のが、 常f湖剤盤早期剥離がかな り リ ス ト ア ッ プされてお り ます。 現時点では、

常イ湖富盤早期剥離を ど う するか と か、 あ るいは ど う い う 発症原因のメ カニズムがある のか

と い う の も分か ら ない状況で、 これに ど う 対処するか と い う こ と も 、 医学的には正解、 こ

れがやるべき対応の仕方だ と い う のは中々 出て こ ない と思いますけれど も 、 しか し、 こ う

い う 脳′塩麻痺発症の原因 と して数多 く 出てきてお り ますので、 色々 な保健指導と か、 妊婦

さ んたち 、 あ るいは家族の方へも含めて ど う い う 情報を知って頂いて 、 そ して常位湖剤盤早

期剥離でな るべ く 早 く ア ク シ ョ ンが取れる よ う な 、 そ う いっ た こ と が こ の救命あ るいは脳

↑劉麻痺発症の防止に少 しでもつなが る よ う な意味での ご議論を頂ければと考えてお り ます。

それについてのま と めた と こ ろ を 、 資料について澤田先生のほ う か ら ご説明頂ければと思

いますが、 よ ろ しいで し ょ う か。

○澤田客員研究員 では、 お願い します。

前回の議論で変わった と こ ろ を主にお話 し したい と思います。

まず、 常飜盤醐剥離を認“た事例が圏ぁ り まK それ“背景を刻‘ま と “て
お り ます。 前回、 前期破水や子宮内感染やLi ght for dat e s を入れたほ う がいいのではな

いか と い う こ と で付け足 されてお り ます。

その う ちに 、 妊産婦さ んが 自 宅で腹痛や性器出血な どの変調を認識 した事例が あ り

ま して その人たちが分娩機関へ連絡する までに時間を要した事例が鬮ぁ→た と 。
圏時間を要 した事例U,皿ぁ‐た と い う こ と でそ“時間についてその後でま と “‘お
り ます。 それが表 2 になっ てお り ます。

続き ま して 、 2 ~ 5 ページに関 しては、 特に変更点はあ り ませんが、 基本的に妊産婦へ
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の保健指導について と い う と こ ろでま と めてお り ます。

6 ページです。 常f湖富盤早期剥離の現況についてですけれど も 、 こ こ で前回の と き は

｢誘因｣ と い う 言葉を使いま して)点線で四角 く 囲っ て幾つかの誘因を書いてお り ま した

が、 今回、 変えたのは、 ガイ ドライ ンに書かれている 4 つのみに しま して 、 危険因子 と し

て書いてお り ます。 第 4段落 目 です。 言葉だけに変更してお り ます。 妊娠高血圧症候群 と

常f湖鎚盤早期剥離の既往、 切迫早産、 外傷が危険因子 と して記 されている と い う こ と と 、

その後の行で、 どれぐ らいの発症率が増える のか と い う よ う な こ と を記載してお り ます。

喫煙に関 しては、 4 つの論文を記載してお り ます。

続き ま して、 9 ページ割こな り ます。 再発防止および産科医療の質の向上に向けてです

が、 妊産婦の 自 覚症状を分か り やす く 記載したほ う がいいのではないか とい う よ う な指摘

があ り ま したので、 それを表4 に取 り ま と めてお り ます。 一番最後の段落に表 4 に取 り ま

と めた と い う 文が入ってお り ます。

, ,ページ“な り ますが、 ■の妊産婦さ んの 自宅で認識した変調を羅列してお り ます。
1 ) 妊産婦に対する提言を 3 つにま と めてお り ま して 、 まず、 1 つ 囲ま、 常f湖能盤早期

剥離が どの よ う な も のかを知る と い う こ と 。 2 つ 目 と しては、 その初期症状を知る と い う

こ と 。 危険因子 と される 4 つに該当する場合は、 早急に分娩機関に連絡し、 受診する と い

う こ と が書かれてお り ます。 (3) と して妊婦健診をき ちん と受けま し ょ う と い う こ と が記

載 されてお り ます。

2) です。 産科医療関係者に対する提言です。 2 つ記載してお り ますが、 妊産婦への保健

指導を常イ瑚台盤早期剥離についての も のを徹底する と い う こ と 。 ま た、 (2) と して 、 妊婦

健診を受診する よ う に伝える と い う こ と & こ してお り ます。

3) 学会 ･ 職能団体に対する要望ですが 、 これも 2 つに してお り ます。 1 つ 目 が 、 常位胎

盤早期剥離に関する偽腱指導について、 具体的で分か り やすい内容を取 り ま と め る こ と 。

2 つ 目 と しては、 常f瑚台盤早期剥離も含めた具体的なf別書旨導のあ り 方について取 り ま と

め る こ と と い う よ う になってお り ます。 以上です。
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○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 常f湖能鑿早期剥離をテーマ と して取 り

上げて、 こ の よ う なま と め方を して頂いて報告書に盛 り 込も う と い う こ と であ り ますけれ

ども 、 いかがで し ょ う か。

○箕浦委員 恐 ら く 、 前も 申 し上げま したが 、 非常に意義深いこ と だと思います。 こ のデ

ータから見ます と 、 常位瑚台;盤早期剥離と脳↑聖麻痺はかな り 関係があ り そ う です し 、 さ 拭こ

病院外で発症する のが結構あって 、 それぞれ 自 覚症状がかな り はっ き り している も のが多

いんですれ ですから 、 そ う いっ た も のをちゃん と啓蒙する こ と に よ っ て相当減らせる可

能性がある な と い う のが私の印象で したので、 非常にいい こ と だ と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 こ う いっ た こ と を一歩踏み出 して常f立胎盤早

期剥離を何 と か し よ う と い う 、 全体での動き と い う のは今まで中々起こ ら なかった動きで

して、 どっ ちか と い う と 、 常‘湖能盤早期剥離と い う と 、 も う これは し ょ う がないかな と い

う 感 じで、 産婦人科医も諦めていた部分があるんですが、 こ う いっ た産科医療補償制度の

中で上がって く る実際の常位瑚剤盤早期剥離のケース を原因分析委員会で分析して頂いて、

我々見せて頂 く と 、 も う 少 し何と かでき る部分も あ るん じゃ ないかな と い う と こ ろが見え

てき ま したので、 今、 箕浦委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 非常に意義深い こ と だと思います。

片方では、 常f立胎盤早期剥離も何と かな るんだよ と い う 誤解も また与えないよ う に しない

と いけないので、 その両方のバラ ンス を しっか り 取っ て報告すべき こ と だろ う と思います。

他にいかがで し ょ う か。

○魚冨澤委員 ち ょ っ と すみません。 数字の こ と をち ょ っ と確認 させて下 さい。 と んちんか

んな こ と かも しれないのですけれども 、 皿の う ち認めた も の,皿とい う ふ う にち ら
は頂いているのですけれども 、 資料 1 の も う すでに見た部分なのですが、 脳′圏麻痺の主た

る原因“ と こ ろで出て く 補棚盤醐剥離の と こ狄 主た･原因が圈、 複数の&“
が圏で、 足す と鬮です為 この間はどこ を紛れ込む" “なる のです.･
0事務局 (森脇) 顕iを発症している事例が鬮、 その埖藪る原因 と なっ ていない
も のが鬮あ り “す。 部分早承i と かですれ
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○魚冨澤昏委員 それが資料 1 の ｢複数の要因が｣ と い う と こ ろに も入っていない と い う こ と

ですれ

0事務局 鯨脇) 入っていないです。

○魚冨澤委員 はい。 分か り ま した。

○上田理事 資料 1 の 1 ページの下か ら 3 分の 1 の と こ ろに記載していますよ う に 、 発症

の原因について、 原因はこれこれであ る と判断される こ と が明 らかだ と されている も のを

主たる原因 と して整理しています。 主たる原因 と して記載されていなければ、 それが取 り

上げ られない こ と と な り ます。 原因については誘因です と か、 分析する際には、 そ う いっ

た事例も出て く る と 思います。

0魚撥員 認“た もの と ･ 主た ･原因だ･あら ･の狭間“に“ ,週がある と い
う こ と ですれ 分か り ま した。

○池ノ 上委員長 それは ど こかで伝えないでも分か り ますかね 難しい よ う な気も します

れ

0魚品澤委員 こ こだけではな く て 、 狭間に入って しま っていて、 ど こ に入っている のだろ

う と い う の 力謡結構数字の中に出て く る ので、 これを全体と して ど う い う ふ う に解決して頂

く と いいのかな と 、 私 も考えていま した。

○池ノ 上委員長 さ っ き勝村委員もおっ しゃ った、 その複数の要因がある と き に 、 ど う い

う 重みづけで ど う い う ふ 捌こつながっている か と い う と こ ろ と 同 じ よ う だと思 う んですね。

あ り が と う ございま した。

他にいかがで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。 常位湖鍵盤早期剥離は。

あ と 、 特に これは先ほ ど申 しま した よ う に 、 今まであんま り アク シ ョ ンを取っていない

部分で、 最初の一歩が出 る と い う 感 じの部分であ り ますので、 この報告書に盛 り 込む文章

と して これでいいかど う か、 あ る いはこ こ ら辺、 ち ょ っ と気をつけたほ う がいいん じゃな

いか と か、 も う 少 しこ こ は と い う こ と を 、 委員の先生が も う 一遍お読み頂いて 、 そ う いっ

た と こ ろがあ り ま した ら 、 次回は、 も う フ ァイナルの案をま と める と い う こ と が次回の作
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業であ り ますので、 でき るだけ早い時期にそ う いった こ と を事務局のほ う へご意見をお寄

せ頂ければと思います。

○石渡委員長代理 8 ページの妊娠時及び分娩時のf梟腱指導 と い う と こ ろで、 今回、 保健

指導と い う 観点か らみた と い う のは、 非常に画期的な こ と だと思 う んです。 こ こ の 6 番 目

に妊娠中の 口腔衛生の こ と 々 こついて書かれてお り ますが、 これはいわゆ る一般的な妊婦 さ

んに対 しての啓発の こ と であっ て 、 これは早刻に関係 した も のではないですよね。 切迫早

産であ る と か、 実際、 早産児に結構妊婦さんの歯周病 と かそ う い う のが影響している こ と

が最近言われてお り ま して 、 一般的な こ と と して こ こ に書かれてい る のではないか と い う

ふ う に思 う んです。

こ こ には、 たばこ の こ と が書かれていないんですけれども 、 たばこ の こ と を さ っ き取 り

上げてお り ま したので、 1 行どこかに入れたほ う がいいのではないか と い う ふ う に思いま

すけれども 。

○澤田客員研究員 これの記載は、 7 ページの一番上に書いてあ り ますが、 母性、 乳幼児

の健康診査及び保健指導に関する実施要領、 厚生省が出 している も のをそのま ま 引 っ張っ

てき ているんですれ だか ら 、 全体的な記載になってお り ます。

○池ノ 上委員長 だか ら 、 これは常f捌台盤早期剥離に特化して書いてあ るわけではないん

ですれ

○事務局 (森脇) わが国の保健指導 と い う 視点で記載してお り ま して 、 その引用 と して 、

通知、 実施要領のほ う を引 っ張って き てお り ます。

○石渡委員長代理 こ こ " こたばこ を追加 して もいいのではないでし ょ う か。 母子手帳の中

には、 たばこ と アルコールの こ と も書いてあ り ます寿為

○上田理事 2) わが国における f翳;廚旨導については、 現状を記載してお り ま して 、 現状に

関 しては資料があ り ません。 その 中で、 厚生省が出 している実施要領は早褻｣に特化してい

るわけではあ り ませんけれど も 、 保健指導に関 して 、 参考にな る と 考えて記載しています。

ですか ら 、 再発防止および産科医療の質の向上に向けての取 り 組みについては 9 ページ
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で書き ますので、 今おっ しゃいま した よ う る こ 、 たばこ の問題を危険因子 と考えて何か対応

を考えるかど う か と い う こ と は、 こ こ で議論して頂きたい と 思います。 少な く と も2) わが

国におけ る保健指導についてに関 しま しては、 現状をただ淡々 と書いているだけであ り ま

す。 ですか ら 、 現状でたばこ に関 して資料等が何かあ り ま した ら 、 それを記載する こ と “ま

考え られます。

○小林委員 石渡委員長代理のおっ しゃ る よ う に 、 たばこ は 日本の文献も新 しいのが出て

き ていますので、 例えば1 0ページの国 ･ 地方自治体に対する要望に具体的に これを加えて

ほ しい と い う よ う な こ と を書けば、 ま さ に答えになる と思いますけれども 。

○池ノ 上委員長 7ページのわが国における保健指導 と 、 その次の表 3 及びその後の文章

の と こ ろ 、 これはも う 厚生労働省力灌可かが出 している文章なんですね これはあま り 勝手

にはい じ られない。

だけ ど 、 こ の委員会 と してたばこ の問題を どこかで強調するためには、 今、 小林委員が

おっ しゃ った よ う な、 そ う い う と こ ろに強調 してい く と い う こ と で、 我々 の意思を発表す

る と い う 方法で、 先生、 いかがですか。 よ ろ しいですか。

○小林委員 はい。 結構です。

○池ノ 上委員長 では、 今、 小林委員がおっ しゃ った よ う な方向でよ ろ しいですか。

○箕浦委員 7 、 8 は非常に紛 らわ しいので、 これは (参考) と かに しちや っ たほ う がい

いか と 思いますれ

0池ノ 上委員長 そ う です為 何か薄れる感 じが しますね。 先生方、 いかがですか。 今、

箕浦委員が 7 ページと 8 ページですか。 ど こ かで参考資料と か何か。

○上田理事 後ろに回 しますか。 参考資料と して。

○池ノ 上委員長 基本的には、 やっぱ り 妊婦さんに対する保健指導 と い う のは 、 何も早剥

に限 らず、 こ う い う こ と をやら ない と いけないんですよ と 。 その中で今回取 り 上げた常位

胎盤早期剥離については、 特にこ う い う こ と を注意を して保健指導しま し ょ う よ と い う 、

そ う い う 趣旨 “消徹底する よ う な気が しますれ
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○勝村委員 この構成が、 ち ょ っ と 僕も難しい と 、 分か り “ こ く いと思 う んですけれども 、

5 ページの と こ ろでは、 原因分析報告書の中には禁煙の指導を推進する必要があ る と い う

のが出ている と 書いてあって、 それが 1 つ 目 にあっ て、 2 つ 目 の現況と してはそ う い う こ

と “ま載っていないので、 3 つ 目 、 今後に向けては、 国 ･ 地方 自治体と かでもそ う い う こ と

も含めてやっていってほ しい と い う 論理構成でよいのではないかと思います。

それが、 でも 、 確かに分量的にいつも最後が小さいので、 何がメ イ ンなのか、 パ ッ と 見

て分か り も こ く い。 これは仕方ないのかも知れませんけれども 、 そ う い う 方向で ど う で し ょ

う か0

0池ノ 上委員長 じやあ、 たばこ については、 今、 勝村委員がおっ しゃ った よ う な論法で

つないでいって 、 こ の再発防止委員会からの意見 と して出 してい く と い う のでいかがです

か。 よ ろ しいですか。 はい。 あ り が と う ございます。

では、 常イ立胎盤早期剥離については、 そ う い う こ と で進め させて頂き ます。

○藤森委員 表 1 の切迫早産の定義の確認だけ。 産科合併症の と こ ろでは、 臨床的に診断

された もの及び リ ト ド リ ン塩酸逝盂が処方 された もの と 書いてあ るんですけれども 、 同 じ と

考えて よ ろ しいですか。

○事務局 (森脇) 同 じです。

○藤森委員 ち ょ っ と 比率が高いなと思った も のですか ら。

○上田理事 箕浦委員の提案の後ろに持ってい く か、 も う 少 しコ ンパク ト にするか、 検討

させて下 さい。 それで各委員にご相談 します。

○池ノ 上委員長 それでは、 よ ろ しいですか。

じゃ あ 、 次の資料については、 今度は吸引分娩についてであ り ます。 事務局か ら説明を

お願い致します。

○澤田客員研究員 これは 3 回 目 の確認にな り ますので、 変更点だけ読ませて頂き ます。

ページ 1 の 4行 目 です。 吸引 の施行時間が20分を超えた事例 と記載されていた と思 う ん

ですけれども 、 総牽引時間 とい う 言葉に、 ガイ ドライ ンに沿って直 した と い う と こ ろが 1
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つ 目 です。

次が 5 ページ副こな り ま して 、 5 ページ 目 の (2) の 1 つ 目 の0ですが 、 これも20分ルー

ル、 5 分ルールと い う 記載でしたので、 20分以内ルール、 5 回以内ルールと い う 記載に直

してお り ます。

次に 、 1 1ページ 目 ですが 、 1 1ページ 目 の (4) です。 吸引分娩に よ り 出生 した児は、 一定

時間、 注意深く 観察するの 、 その一定時間は どれぐ らいなのか、 具体的に記載したほ う が

いい と い う ご指摘があ り ま したので、 点線の四角の中に書いてあ り ますが、 出血性シ

。 "が拗れく そ“■の診断時期を書いてお , ます。 出生雀ピ 、 出生鮒
.恥出血性シ ,劾診断され‘い“ と い う 具体的な時間を裁て漱 ます。 以上“
3 点です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 前回の先生方のご意見を踏ま えて修正

して頂いた点であ り ます。 いかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○事務局 (森脇) 前回、 議論でク リ ステ レル児圧出法に関 して、 オ リ ジナルの論文はあ

る のか と かい う よ う な議論がございま した。 石渡委員長代理のほ う か ら こ の論文を探すよ

う に と い う こ と でご提示頂きま した論文を取 り 寄せま したので、 先生方のほ う る こお配 り し

ます。

こ の論文は、 ポーラ ン ドの雑誌で して、 サマ リ ー しか英語が載っていないんですけれど

も 、 オ リ ジナルバージ ョ ン と い う こ と で紹介 されている論文でございます。

○池ノ 上委員長 サマ リ ーの と こ ろが英文で、 あ と は僕も よ く 分か り ませんが 、 ポーラ ン

ド語なのカギ町語なのかよ く 分か ら ないんですけれども 。

○隈本委員 2008年の論文ですか。 こ の引用文献の中にク リ ステ レルがある と 。

○事務局 (森脇) 2008年の論文なんですけれども 、 その 中でク リ ステ レル児圧出法のオ

リ ジナルバージ ョ ンを紹介する と い う 論文になっています。 ち ょ っ と英語じゃないか ら分

か り る こ く いんですが、 恐 ら く 、 サマ リ ーを読みますと 、 ク リ ステ レル児圧出法のテク ニ ッ

ク です と か、 方法ですと か、 適応 と かが記載 されている と い う ふ う に書いてあ り ます。 こ
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れは1867年にパブ リ ッ シュ された と 書かれてお り ます。

○隈本委員 今、 見た ら 、 参考文献の 5 がそ う ですね。 これは ど う や ら ドイ ツ語ですれ

○勝木矮諄員 これを森脇 さ んが理解されている ので した ら 、 日 本語るこ訳 して頂けないです

か。 ぜひお願い したい。 読みたいです。

○隈本委員 これは元文献が この場所にある と い う こ と が分かった ら 、 元文献を探したほ

う がいいですれ 参考文献 5 を 、 ドイ ツ語の文献を持って き た ら ど う で し ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ う ですね 後ろの文献No. 5 が ク リ ステ レル S と 書いて出ていますね

○藤森委員 至る と こ ろに 5 が引用 されていますれ

0池ノ 上委員長 これを ドイ ツ語を どなたかが見て頂ければ。 ドイ ツ語だった ら 。 ポーラ

ン ド語は中々 。 これは文献を当たって頂いて 、 本部こ よ く こ こ ま で行き着いて頂き ま して、

あ り が と う ございます。

○藤森委員 50ページあ り ます。

○隈本委員 せめてサマ リ ーだけでも。

○池ノ 上委員長 それはち ょ っ と 別建て予算を立てて頂いてでも 、 ぜひ。 それは非常に全

国的に必要な人が多い と思いますよ 。 ク リ ステ レルの原著が 日本語訳で出る と なる と 。 は

い。 よ ろ しいで し ょ う か。

吸引 に関 しては、 先生方か ら の ご意見を頂いて 、 そ う い う こ と になっ てお り ます。

ち ょ っ と こ のク リ ステ レルについて 、 これが こ っ ちのポーラ ン ド巨語が差し当たっ てお分

か り になる先生って 、 い ら っ しゃいませんか。 お知 り 合い と か。 こ の ク リ ステ レルについ

ての云々 と い う のは、 これはち ょ っ と記載されてお り ますけれども 、 これについては ど う

しま し ょ ぅ か。 基準を決めて く れ と か、 そ う い う こ と を言っているんですよ為 学会で何

回 しな さい と か と い う こ と ですね。

○上田理事 確か、 前回は、 ク リ ステ レルの安全性について提言してほ しい と の ご意見が

あ り ま した。 一方、 学会に要望されて も具体的な取組は中々難しい と か、 あ るいは介入研

究が難しい と か、 色々 な課題も あ る と の ご意見でした。 最終的に委員長からはク リ ステ レ
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ルの手技については今後検討すべき課題であ る と い う こ と です。

ですか ら 、 今回の こ の記載でよ ろ しいのか、 も う 少 し加えたほ う がいいのか、 いかがで

し ょ う か。

○池ノ 上委員長 いずれに しろ 、 原著の言鮖面は間に合わないですね

○勝村委員 今後 ど う い う ス ケジュールでやるか と い う のは、 また委員長に聞かない と い

けないですけれども 、 僕は、 ク リ ステ レルと い う のは非常に再発防止のためにき ちん と 見

直 してほ しい と思っていますか ら 、 非常にき ちん とやってほ しい と思っていますので、 ぜ

ひ予算な り つけて頂いて 、 ポーラ ン ド語も ドイ ツ語も 日 本語に訳して頂いて、 ク リ ステ レ

ルのガイ ドライ ン と い う も のを本当にき ちん と示 して頂き たい と思っていますので、 結果

的にそ う い う 方向に別途進んでいって頂き たい と思います。

○池ノ 上委員長 今年度はこのステー ト メ ン ト はこ の ぐ らいに しておいて 、 次年度あた り

に今の よ う な作業が 、 こ の委員会でやるべき こ と か ど う かち ょ っ と 分か り ませんけれども 、

でも 、 これだけ再発防止に絡んでいる こ と であれば、 やっ ぱ り や ら ない と いけないかな と

い う 気持ち も します。 恐 ら く 、 そのニーズはかな り 高いのではないか と思いますか ら 、 じ

や あ 、 今回はこ の表現と いいますか、 こ う い う 文言で。 次回にはも う 少 し突っ込んだク リ

ステ レルについての提言 と いった も のができ る よ う な方向に持ってい く と い う 、 そ う い う

考え方でよ ろ しいですか。

○藤森委員 サマ リ ーの中にも コ ン ト ラバーシーって、 入っ ています長九

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 1800年代に出た当時の産科医療を背景に して考え られた、

恐 ら く 、 生児を得るための帝王切開なんてい う のがない時代の産科医療で し ょ う か ら 、 そ

れも考えてやる 。 だけ どもその中に、 基本的にはこ う しな さ いなんてい う こ と が恐 ら く 書

いてあるん じゃ ないかと思 う んですよ ヌ為 子宮破裂を起こ さ ないよ う にはこ う しな さ い と

か、 それがあれば非常に我々 と して も提言しやす く な るん じゃないか と 思います。 よ ろ し

いで し ょ う か。 はい。 あ り が と う ございま した。

それでは、 他になければ、 診療録の記載等について、 事務局か らお願い致します。
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○事務局 (森脇) ご説明 させて頂き ます。 参考資料 2 でございます。 これも吸引分娩と

同様で して、 これが 3 回 目 の議論にな り ます。 変更点のみご説明 させて頂き ます。

変更斑点･“ ど ございます。 診療録わきれては、 圏の う ち診療録。不屈わいて
圏を取はめてお ' ます。 前回“意見は まず、 ' べ-ジ 目 “') “診療録等“関連
する関連法規の と こ ろですが、 療養担当競り則の内容も付記 したほ う がいいのではないかと

い う ご意見を頂き ま したので、 これを追加致してお り ます。

最後のページにな り ます。 提言の と こ ろなんですけれども 、 今回の提言は、 まずは産科

医療関係者に対する提言 と致しま して 、 ①にき ちん と網羅的に診療録に記載しま し ょ う 、

記録を記載しま し ょ う と い う こ と を踏ま えた う えで、 ②で特に異常出現時の母児の状態、

それから分娩誘発促進の処置や急速遂娩実施の判断と根拠や内診所見、 新生児の蘇生処置

については詳細に記載しま し ょ う と い う こ と を提言してお り ます。

これに加えて今回つけ足 したのが 、 2 ) の学会 ･ 職能団体に対する要望でございます。 上

記の内容について 、 普及 ･ 啓発する こ と を要望する と い う こ と を学会に提案していいので

はないか と い う ご意見を頂き ま したので、 これを付記してお り ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 いかがで し ょ う か。 これは原因分析委員

会で診療録の記載が不十分である と記載されている も の を取 り 上げた と い う こ と ですれ

これは先ほどの よ う に 、 考え方と かそ う い う のは書かな く て も十分澤駒牢して も ら え る と い

う ふ う な考え方でいいですね

○事務局 (森脇) 6 ページをご参照頂けますで し ょ う か。 も と も と 産科医療補償制度で

は、 前後致しますけれども 、 7 ページに書いてある よ う な記載事項に沿っで情報収集を し

てお り ますが、 その記載事項と い う のは、 6 ページに記載されてお り ます医療法と か学会

の研修ノ ー ト と かマニュ アルと か、 そ う い う と こ ろでも と も と 言われている も のを取 り ま

と めてお り ますので、 当然書いて頂けている も の と い う ふ う に。

○池ノ 上委員長 それを基準に して判断している と い う こ と ですれ

0事務局 燐も脇) そ う です。 基準に致してお り ます。



○池ノ 上委員長 他にいかがで し ょ う か。 よ ろ しゅ う ございますか。

○魚冨澤委員 今、 ご紹介があった、 こ の制度を使 う にあたって提出 して頂 く 項 目 と い う の

は、 ちゃん と皆 さん書かれてい ら っ しゃ る のですか。 事例検討の際に、 こ こ に書いてある

7 ページ、 8 ページの項割こついては、 現場の医療機関か ら き ちん と記載されて上がって

き ていますか。

○事務局 燐"脇) 記載されていて 、 記載されていないものについてはその指摘が されて

いる と い う こ と です。

○魚冨澤委員 指摘される と 、 上がっ てき ますか。

○上田理事 原因分析や医学的評価を行 う 夜 こ 当たって 、 記載されていないために評価でき

ない と の指摘はあ り ます。 こ の項 目 が全部記載 されているか ど う かのチェ ッ ク は してお り

ませんので、 その辺を も う 少 し記載する必要があ るかも しれません。

○魚冨睾委員 つま り 、 こ の制度を使 う に当たってはこ う い う も のをき ちん と 出すと い う こ

と は、 参加の条件のひ と つなのではないかと思 う のです。 こ の制度を使 う 医療機関の。 も

しまだそ こ に必要なこ と が書かれていないのである な らば、 こ こ は、 ｢まだ書かれていな

い こ と があ る ｣ ｢き ちん と書いて下 さ い｣ と い う こ と を メ ッセージ と して伝える大事な場

所なのではないか と思います。 そ う いった思いがち ょ っ と薄い感じが して、 現状がち ょ っ

と よ く 分か ら ないのですが、 何かも う ち ょ っ と書き込んで頂きたい と い う 思いがあったの

で、。

○池ノ 上委員長 これは原因分析部会が原因分析を行 う に当たって情報量があま り に も少

な過ぎる 、 診療録での記載、 あ るいは記録等が少ないか ら と い う のが 、 こ こ に上がってい

るわけではないんですか。 今、 魚繭澤睾委員がおっ しゃ っ たのは、 も っ と 医療レベルを上げま

し ょ う と か、 質を上げま し ょ う と 。

○隈本委員 実態か ら言いますと 、 要する に、 原因分析委員会の部会で原因分析を し よ う

と した と き に、 カルテに全ての こ と が書かれている と あ り がたいのですが、 全ての こ と が

書かれていないも のがあ る と 。 その場合に、 全部項 目 を埋めて下さい と い う ふ う にお願い
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する んじゃな く て 、 原因に関わ り そ う な部分について ｢問い合わせ｣ と い う 形で 1 回問い

合わせをする んです。 それに対して十分な回答がなかった り 、 あ る いは回答があって も本

当か ど う かよ く 分か ら ないみたいな も の も ある と い う のが現状ですれ

だから 、 こ の項 目 が全部埋ま っていなければ受け付けない と い う わけでも なければ、 こ

のチェ ッ ク表でチェ ッ ク して 、 全部埋ま っていないんだった ら全部埋めて出 して下 さ い、

と い う ふ う に言っているわけではないです。

だか ら 、 現状は、 原因分析の中で重要だと思われる 、 原因に深く 関わっ ている と思われ

る と こ ろについては、 原因分析委員会か ら大体 1 度だけですね、 まれに 2 度問い合わせを

します。 それに対する答えを も ら っ て原因分析をする 、 と い う のが現状です。

だか ら 、 原因分析報告書には ｢記述が不十分なのでよ く 分から なかったから 、 何 と かし

て く れ、 しっ か り 記述 して く れJ と い う よ う な こ と を書 く わけです。 で も 、 報告書は当該

分娩機関に し力玄手かないのです。 当該分娩機関以外の と こ ろに も しメ ッセージを発する と

した ら 、 こ の再発防止委員会の報告書しかない。 も ち ろん、 産婦人科医会だ と か学会に向

けての提言の中には記録をちゃん と書いて下さい と い う 提言が入っているんですけ ど。 で

も 、 それは、 当該分娩機関以外の人には直接メ ッセージ と しては行っていない仕組みにな

っています。

0池ノ 上委員長 -番最初のK‐沸こ 診療録の記載不足を指摘された事例が圏とい
う のは、 原因分析委員会が必要 とする情報が入っていない、 あ る いは情報す ら入っていな

い と いいますかそ う い う “,皿kあってカル,が鉄書かれていない と か･ 全く 書
かれていない と か、 そ う い う “洲團ではないんですよね。
ですか ら 、 こ こ を も う 少 し原因分析に必要な記載がない と 。 それは本来診療録と して書

かれなければな ら ない、 あ るいはこ こ にある リ ス ト の中 にあげ られている よ う な も のだけ

れども 、 それが記載されていない と い う ふ う な意味が少 し出たほ う がいいのではないかと

思いますけれど も 、 不十分な記載ばか り がそんなに多いのか と い う 印象が独 り 歩きする の

も 困るかな と い う 気がする んですけれど も 。 今までの診療をやっている診療所の基準か ら
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する と書いているつも り だけれども 、 産科医療補償制度の原因分析委員会か ら見る と 、 や

っ ぱ り 足 り ませんよ と 、 こ う い う こ と も ちゃん と書いて下 さいよ 、 と い う こ と を再発防止

に絡めて我々 が発信する と い う のが必要なん じゃないかな と思いますけれども 、 よ ろ しい

ですか。

○川端委員 字が汚く て読めない と い う のは入っていないんですか。

○澤田客員研究員 実際にはいっ ぱいあ るんですけれども 、 それは原因分析報告書に書か

れないですれ

0川端委員 記載不備 と か、 それには入って こ ないんですか。 今回の分析では。

○澤田客員研究員 今の と こ ろの原因分析報告書には、 字が汚 く て読めない と い う よ う な

記載はなかった と 思います。

○隈本委員 やは り 、 カルテの書き方 自 体は千差万別で、 も のすご く 良 く 書かれているん

だけれど も大事な と こ ろが 1 個抜けている と い う 人もいれば、 も う 本当 に真っ 白 と い う 方

もい ら っ しゃ る ので… 、 それは色々 グ レー ドがあ り ます。

ただ し 、 原因分析を し よ う と い う と き に 、 ぜひ知 り たい こ と 、 例えば母体の熱が書いて

いない と か、 ど う い う 判断で帝王切開に したか と い う 判断理由が書いていない と か、 そ う

いった と こ ろで分析がつまづ く こ と が多 く 、 そ う する と 必ず原因分析報告書に、 カルテの

記載をちゃん と して下 さい と い う ふ う に書かれる と い う わけです。

だから 、 全体がだめだ と かい う わけでも な く 、 う っ か り 書いていない と い う レベルばか

り でも ない と い う こ と で、 ち ょ う どその中間なんだと 思います。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 石渡委員長代理、 よ ろ しいですか。 そ こ ら辺の記

載については。

○石渡委員長代理 そ う ですれ だか ら 、 原因分析のために必要な情報がない と い う こ と

を明記すればいい。

○池ノ 上委員長 それを、 最初のあた り にき ち っ と書いて頂いたほ う がいい と思います。

○鮎澤委員 恐 ら く 、 次に記録について書かれるのは、 当分先にな る と思 う んです。 今回
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こ のタイ ミ ングで記録に関 して必要な こ と を 、 これか ら次の原因分析に必要な情報を集め

るために も書いてお く こ と が必要だと思っている ので、 も う 少 し将来的に、 何が足 り な く

て ど う い う こ と が必要なのか、 そ う い う よ う な こ と を こ のタ イ ミ ングで書ける こ と を も う

ち ょ っ と書き込みたいな と い う 思いがあ り ますので、 ご検討下 さい。

○上田理事 委員長がお話された最初の概況の と こ ろ と 、 今、 魚冨澤委員がおっ しゃいま し

た今後に向けての項 目 に、 原点に立って、 診療録等の記載についてき ちん と取 り 組んで頂

きたい とするか、 検討してみたい と思います。

○池ノ 上委員長 診療録を適正にき ちっ と書いて頂 く と 、 書いて も ら う と い う こ と も 、 勝

村委員が最初か らず う っ と おっ しゃ っ ていた こ と で、 色々後か ら振 り 返って分析をする と

か、 あ るいは再発防止に対応する と い う 、 その最初の段階の情報がない と 、 戦略的な こ と

も 中々 立て られない と い う こ と があ り ますので、 それも含めて検討する と い う よ う な唐巖

発信の仕方が必要だと思います。

○板橋委員 む しろ 、 も う 少 し突っ込んだ形で、 7 ページにあ る よ う な検査データ等の記

載事項を も っ と積極的にき ちん と書 く べきだ と い う と こ ろまで踏み込んでいったほ う が 、

診療録は病院に よ っ て診療所に よ ってそれぞれ違 う こ と はあって も 、 やっぱ り ミ ニマム リ

ク ワイ ア メ ン ト は こ こである と い う こ と を も う 少 し強 く 言って もいいのではないか と 思い

ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 特に こ の産科医療補償制度が しっか り し

た制度 と して今後運用 されてい く ためには、 こ の最初の部分の蒲報が正確に正 し く こ ち ら

に入って こ ない こ と には、 その次のステ ップができ ないので、 それについては、 ち ょ っ と

時間をかけなが ら も 、 あま り かけてはいけませんけれども 、 やっ て頂 く と い う こ と も踏ま

えて 、 も う 1 つは原因分析をする にあたっての必要な こ と と い う の と 両建てで進めてい く 。

そ う い う 考え方でいかがでし ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝本･矮乍員 今、 魚苗澤委員がおっ しゃ ったよ う な 、 こ の こ と に関 してはち ょ っ と厳し 目 の

重みの こ も っ た言葉があっていいと思 う ので、 そ う い う こ と を何らかの形でご検討頂きた
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いな と い う こ と と 、 2 ページの表でも 、 やは り 重複あ り と い う こ と なんですが、 個々 には

3 ~ 4ページで、 こ う い う も のがあった と い う こ と が書いてあるんですけれども 、 重複の

度合いで、 やは り 、 今、 お話があった よ う に 、 ほ と ん ど 白紙に近いよ う な も のを こ の制度

が始ま る以前にい く つかの医療事故に関 して見てきていますけれども 、 こ の原因分析の中

であったのであれば、 そ う い う も のはよ り 強 く と がめて当然だと思 う んですよね。 そ う い

う こ と が 2 度 と 起こ ら ないための再発防止の報告書なので、 こ う い う 報告書を出 したけれ

ども 、 ま た同 じ よ う な不十分な記録の資料が出てき た と い う こ と が結果と して起こ ら ない

よ う な思いな り イ可な り と い う の を表現しておいて頂きたいな と思います。 会議も あ と 1 回

だと思 う んですけれども 、 ぜひお願い致します。

○池ノ 上委員長 今、 板橋委員がおっ しゃ っ た こ と と 恐 ら く 重な る と思 う んですけれども 、

全体の レベルを上げる と い う こ と 、 原因分析の部会の よ り 具体的な活動ができ るために と

い う こ と と 両方があっ て、 そ して、 こ のカルテ 、 診療録の記載を しっか り して頂きたい と 。

基本的には、 そ う い う 考え方をお伝えする こ と なるだろ う と思 う んですが、 その熱こつい

て、 ぜひ少 し書き込んで頂ければと思います。

他によ ろ しいで し ょ う か。 はい。 では、 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 も う 時間がまいってお り ますので、 これで第1 3回の再発防止委員会を終了 し

ます。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 次回は、 報告書の公甥旻時期な ど る こついて も ご相談したい と 考えてお り ま

す。 報告書の最終的な原案をま と め る段階に入ろ う かと思ってお り ます。 それで、 先ほ ど

も 申 しま したけれども 、 今 日 、 少 しお示し しま したこ の内容について も 、 も う 1 度先生方

お 目通 し頂いて、 次回までにご意見を聞かせて頂ければ≧思います。

次回は、 そ う い う こ と で公開 と い う こ と で開催 させて頂 く 予定でございます。 そ う い う

意味で、 ぜひそれまでに も う 1 度最終的な先生方のご意見をお寄せ頂ければと思ってお り
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ます。 よ ろ しいで し ょ う か。 ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

それでは、 ど う も今 日 はあ り が と う ございま した。
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